
日
露
戦
後
の
民
間
に
お
け
る
軍
事
救
護
拡
充
論
の
展
開
　
　
　
一
ノ
瀬
俊
也

．
「
コ
Φ
O
ぞ
＝
〉
「
Q
⊆
∋
Φ
コ
件
o
↓
一
≦
≡
峠
③
「
＜
刀
Φ
一
一
Φ
↓
m
×
廿
①
コ
ω
一
〇
コ
o
コ
Φ
「
片
7
Φ
コ
⊆
ω
Φ
o
と
③
で
③
コ
Φ
ω
Φ
≦
～
①
「

は
じ
め
に

0日
露
戦
後
の
社
会
と
軍
事
救
護
ー
国
家
主
体
論
の
形
成

②

議
会に
お
け
る
軍
事
救
護
拡
充
論

おわ
り
に

［論
文要
旨
］

　
本
稿
では
、
日
露
戦
後
の
民
間
に
お
い
て
活
発
化
し
た
軍
事
救
護
ー
国
家
主
体
論
、
兵
役
税
導
入
　
　
　
　
　
軍
事
救
護
の
拡
充
を
法
案
化
し
た
武
藤
山
治
（
鐘
紡
重
役
）
に
し
て
も
、
そ
の
主
張
の
要
点
は
、

論
の
論
理
、
意
図
の
検
証
を
行
う
。
あ
え
て
そ
の
よ
う
な
作
業
を
試
み
る
の
は
、
そ
こ
に
徴
兵
制
と
　
　
　
廃
兵
遺
族
、
そ
し
て
戦
時
の
応
召
兵
家
族
に
の
し
か
か
る
重
い
経
済
的
負
担
が
、
そ
れ
を
見
た
現
在

は国
家
救
護
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
不
断
に
「
補
完
」
し
維
持
し
て
い
く
べ
き
も
の
、
と
い
う
認
識
　
　
　
　
の
兵
士
、
そ
し
て
将
来
兵
士
と
な
る
者
の
「
士
気
」
を
削
ぎ
か
ね
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
「
資

の

枠
組
みを
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
当
該
期
の
民
間
に
存
在
し
た
徴
　
　
　
　
本
家
階
級
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
を
持
っ
て
い
た
武
藤
は
、
徴
兵
制
軍
隊
の
動
揺
を
、
自

兵
観
の諸
相
を
解
明
し
て
い
く
う
え
で
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
ら
の
経
済
的
活
動
の
基
盤
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
意
識
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
具
体
的
な
統
計
も
掲

　当
該
期
の
民
間
に
お
け
る
軍
事
救
護
拡
充
論
、
兵
役
税
導
入
論
の
多
く
は
、
独
自
の
国
防
観
を
有
　
　
　
げ
つ
つ
、
そ
の
解
決
を
繰
り
返
し
政
治
の
場
で
主
張
し
た
。

する
非
現
役
軍
人
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
廃
兵
遺
族
、
現
役
兵
士
家
族
の
困
　
　
　
　
　
武
藤
と
同
時
に
兵
役
税
法
案
を
議
会
提
出
し
た
衆
院
議
員
矢
島
八
郎
に
つ
い
て
み
て
も
、
彼
ら
の

窮
に

対
する
単
純
な
同
情
論
で
は
な
く
、
彼
ら
に
対
す
る
経
済
的
待
遇
の
悪
さ
が
兵
士
の
「
士
気
」
　
　
　
運
動
は
も
と
も
と
は
現
役
兵
家
族
、
そ
し
て
廃
兵
遺
族
の
悲
惨
な
生
活
に
対
す
る
同
情
に
起
因
し
て

すな
わ
ち
国
防
に
対
す
る
意
欲
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
日
露
戦
中
の
よ
う
　
　
　
　
い
た
。
し
か
し
実
際
の
議
会
の
場
で
そ
れ
は
、
陸
軍
向
け
の
正
当
化
策
的
な
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
地
域
・
民
間
団
体
の
救
護
で
は
解
決
困
難
（
1
1
「
世
人
の
同
情
」
の
低
下
）
と
す
る
認
識
に
基
づ
　
　
　
　
な
い
に
せ
よ
、
武
藤
と
同
様
に
現
在
の
兵
士
、
そ
し
て
将
来
兵
士
と
な
る
で
あ
ろ
う
者
の
「
士
気
」

い
て

いた
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
問
題
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

1
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は
じ
め
に

　

日
露
戦
後
、
一
家
の
働
き
手
を
奪
わ
れ
多
大
の
経
済
的
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
た

兵
士

の

家
族
、
戦
中
発
生
し
た
戦
死
者
遺
族
・
廃
兵
の
救
護
を
、
国
家
が
主
体
と

な
っ
て
拡
充
せ
よ
と
の
議
論
が
民
間
で
活
発
化
し
た
。
そ
の
一
形
態
が
兵
役
税
導
入

論
で

あ
る
。
兵
役
税
と
は
徴
兵
兵
士
の
被
る
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
徴
兵
検

査
と
抽
籔
に
よ
る
選
抜
の
結
果
、
実
際
に
は
兵
役
を
免
れ
た
成
年
男
子
（
大
正
期
を

通

じ
て
、
実
際
に
現
役
兵
士
と
な
っ
た
成
年
男
子
は
、
多
い
年
で
も
徴
兵
検
査
受
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

者
総
数
の
四
分
の
一
程
度
）
か
ら
一
定
期
間
徴
税
し
、
兵
士
や
そ
の
家
族
・
遺
族
、

廃
兵
た

ち
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
給
付
し
よ
う
と
す
る
税
制
を
い
う
。
兵
役
税
の
構

想
は

日
露
戦
後
社
会
的
議
論
の
対
象
と
な
り
、
一
九
一
四
年
の
第
三
五
議
会
以
降
、

大
正
期
の
終
わ
り
に
至
る
ま
で
八
回
に
わ
た
り
、
議
員
立
法
の
法
律
案
と
し
て
継
続

し
て
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
た
だ
し
一
九
二
〇
年
、
第
四
二
議
会
以
降
の
五
回
は
非

役
壮
丁
税
法
案
と
改
称
さ
れ
て
い
る
（
【
表
】
参
照
）
）
。

　
兵
役
税
法
案
自
体
は
「
納
税
ト
兵
役
ガ
同
ジ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
ト
、
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

兵
役

ト
云
フ
モ
ノ
ガ
軽
ゼ
ラ
レ
」
、
そ
の
“
崇
高
性
”
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

陸
軍
の
反
対
に
よ
り
、
最
後
ま
で
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
第
一
次
大
戦

後
に

は
、
陸
軍
部
内
で
も
同
税
の
導
入
が
検
討
の
対
象
と
な
り
、
結
果
と
し
て
一
九

二
九
年
、
政
府
に
よ
る
「
兵
役
義
務
者
及
廃
兵
待
遇
審
議
会
」
の
設
立
な
ど
、
兵
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

家
族
遺
族
の
待
遇
改
善
策
が
模
索
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で

兵
役
税
導
入
論
の
展
開
過
程
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
軍
事
救
護
政
策
の
拡
充
過
程
と

そ

の
社
会
的
背
景
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
と
も
言
え
る
。

　

し
か
し
そ
れ
で
は
な
ぜ
日
露
戦
後
、
軍
事
救
護
の
拡
充
、
兵
役
税
の
導
入
が
民
間

で
議
論
の
対
象

と
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討

が
加

え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
兵
役
税
法
案
に
つ
い
て
も
、
大
江
志
乃
夫
氏
、
加
藤

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

陽
子
氏
の
先
行
研
究
で
は
、
概
略
的
に
法
案
の
議
会
審
議
の
状
況
が
整
理
さ
れ
て
い

る
程
度
で
あ
る
。
大
江
氏
は
、
日
露
戦
後
の
軍
備
拡
張
に
よ
る
現
役
兵
徴
集
員
数
の

増
加
（
一
九
〇
三
年
・
五
万
五
九
八
〇
人
↓
一
九
一
二
年
．
一
〇
万
三
七
八
四
人
）

は

「
改
め

て
兵
役
の
不
公
平
に
国
民
の
関
心
を
集
中
さ
せ
た
」
（
前
掲
「
天
皇
制
軍
隊

と
民
衆
」
八
三
頁
）
と
す
る
が
、
な
ぜ
兵
役
が
「
不
公
平
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

の

か
、
議
論
の
担
い
手
の
意
図
、
論
理
の
内
実
こ
そ
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
郡
司
淳
「
軍
事
救
護
法
の
成
立
と
陸
軍
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
九
七
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

九
五
年
九
月
）
は
一
九
一
七
年
の
軍
事
救
護
法
制
定
過
程
を
詳
細
に
検
証
し
、
そ
れ

が

「
徴
兵
制
の
補
完
策
」
と
い
う
政
治
的
意
図
の
も
と
、
陸
軍
省
に
よ
っ
て
推
進
さ

れ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
精
緻
な
研
究
で
あ
り
、
教
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

郡
司

氏
は

第
三
七
議
会
で
の
兵
役
税
法
案
と
、
武
藤
山
治
（
当
時
鐘
紡
重
役
）
が
中

心
と
な
っ
て
作
成
し
た
「
廃
兵
、
戦
病
死
者
遺
族
、
軍
人
家
族
救
護
法
案
」
（
以
下

「
救
護
法
案
」
と
略
称
）
の
一
九
一
五
年
一
二
月
～
翌
年
二
月
に
わ
た
る
合
同
審
議
、

及
び

こ
れ
に
対
応
し
て
陸
軍
次
官
が
大
蔵
省
宛
に
出
し
た
「
兵
役
服
役
者
及
其
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ノ
扶
助
法
」
を
考
究
し
た
い
旨
の
書
簡
が
、
軍
事
救
護
法
の
制
定
に
と
っ
て
「
画
期

的
な
意
義
」
（
一
〇
頁
）
を
有
し
て
い
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
氏
は
、
兵
役
税
法
案
提
出
者
、
武
藤
ら
の
目
標
．
意
図
に
つ
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ

〈兵
役
負
担
の
均
衡
〉
、
〈
廃
兵
遺
族
の
国
家
救
護
〉
と
説
明
し
て
い
る
の
み

で

あ
る
。
な
ぜ
こ
の
時
期
、
い
か
な
る
意
図
の
も
と
に
〈
兵
役
負
担
の
均
衡
〉
な
ど

が
民

間
に
お
け
る
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
う
し
た
議
論
は

な
ぜ
陸
軍
に
軍
事
救
護
法
を
制
定
さ
せ
る
う
え
で
「
画
期
的
」
な
説
得
力
を
持
ち
得

た

の
か

（言
い
か

え
れ
ば
、
な
ぜ
陸
軍
は
同
法
を
制
定
し
た
の
か
）
と
い
う
疑
問
に

対

し
て
は
、
大
江
氏
と
同
様
、
「
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
現
役
兵
徴
集
人
員
の
飛
躍

的
増
加
」
（
二
頁
）
と
い
う
以
上
の
説
明
は
行
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ

現
役
兵
員
数
が
増
え
る
と
国
家
が
救
護
の
主
体
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
れ

は

い
か
な
る
政
治
的
意
識
に
基
づ
く
民
間
の
提
言
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
は
、
陸
軍

が
軍
事
救
護
法
の
制
定
と
い
う
施
策
を
と
る
に
至
っ
た
社
会
的
背
景
を
よ
り
明
確
に

し
て
い
く
う
え
で
、
改
め
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

2



［日露戦後の民間における軍事救護拡充論の展開］・・…・一ノ瀬俊也

【表】兵役税法案（のち非役壮丁税法案に改称）議会提出状況（第35～46議会）

法案名 提　出　者 議会回次 提出年月日 衆議院 貴族院

兵役税法案 矢島八郎、杉山東太郎（すべて立憲同志会） 35 1914．12．25 審議未了 一
〃 矢島八郎、杉山東太郎（以上立憲同志会）、

宮原幸三郎（中正会）

36 1915．5．31 〃

一

　　　〃
（「廃兵、戦病死

者遺族、軍人家
族救護法案」と一

括提出、提出者も

同一）

矢島八郎、望月小太郎、杉山東太郎、黒須
龍太郎、村松山寿、大場竹次郎、早川龍介、

樋口秀雄（以上立憲同志会）、加藤定吉、宮

原幸三郎（以上中正会）、望月圭介、根本正

（以上政友会）、小林丑三郎、大場茂馬、田

村新吉（以上無所属団）

37 1915．12．22 1916．2．24

修正可決

審議未了

非役壮丁税法案 荒川五郎、田中善立、山田珠一、岡部次郎、

磯貝浩、小山松寿、井戸文四郎（以上憲政
会）、土井権太（国民党）

42 1920．2．5 審議未了 一

〃 荒川五郎磯貝浩、小山松寿、田中善立（すべ
て憲政会）

43 1920．7．8 〃

一

〃 荒川五郎磯貝浩、小山松寿、田中武雄、古屋

憲隆、三浦得一郎浅賀長兵衛（すべて憲政会）

44 1921．2．16 〃

一

〃 荒川五郎、三浦得一郎、田中武雄、古屋慶隆、

磯貝浩、浅賀長兵衛、高木正年、中馬興丸、紫

安新九郎、下田勘次（以上憲政会）、仙波太郎

（庚申倶楽部）、土井権大（国民党）

45 1922．2．3 〃

一

〃 荒川五郎高木正年、紫安新九郎、田中武雄
下田勘次、三浦得一郎、古屋慶隆、磯貝浩、浅

賀長兵衛中馬興丸（以上憲政会）、仙波太郎

（庚申倶楽部）、土井権大（国民党）

46 1923．2．16 〃

一

　
な
ぜ
日
露
戦
後
、
民
間
で
軍
事
救
護
の
拡
充
、
徴
兵
制
度
の
「
補
完
」
が
問
題
と

な
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
解
く
う
え
で
、
第
一
の
手
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る

の

が
、
当
時
の
兵
役
税
導
入
論
者
の
一
人
升
田
憲
元
（
予
備
役
陸
軍
歩
兵
大
尉
）
の

著
書
『
最
新
兵
役
税
論
全
　
一
名
兵
役
の
神
髄
』
（
一
九
二
二
年
、
東
京
堂
書
店
）
に

お
け
る
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

　
　
〔
日
露
戦
時
の
〕
戦
傷
病
者
中
に
は
多
数
の
予
後
備
兵
を
包
含
し
、
此
等
の
者
は

　
　
出
征
の
当
時
既
に
一
家
の
柱
石
と
な
り
て
、
父
母
妻
子
の
養
育
に
任
し
居
り
た

　
　
る
者
な
る
が
故
に
、
一
朝
に
し
て
彼
等
が
死
亡
す
る
や
、
其
遺
族
は
自
己
の
扶

1

日
露
戦
中
・
戦
後
の
民
間
軍
事
救
護
活
動

0
日
露
戦
後
の
社
会
と
軍
事
救
護
－
国
家
主
体
論
の
形
成

　

日
露
戦
後
、
民
間
に
て
軍
事
救
護
拡
充
論
が
活
発
化
し
た
こ
と
は
、
戦
中
に
お
け

る
廃
兵
．
戦
死
者
遺
族
の
大
量
発
生
を
思
え
ば
、
一
見
自
明
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
本
稿
が
あ
え
て
同
論
の
諸
相
の
検
証
を
試
み
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
単
な
る
兵

士
家
族
遺
族
、
廃
兵
へ
の
同
情
論
と
の
み
片
づ
け
ら
れ
な
い
性
格
を
も
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
論
は
、
救
護
を
通
じ
て
徴
兵
兵
士
の

「
士

気
」
低
下
を
防
止
し
よ
う
と
い
う
、
い
わ
ば
徴
兵
制
度
の
「
補
完
」
策
的
な
内

容
．
特
質
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
は
陸
軍
の
利
害
と
も
一
致
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
同
論
が
有
し
た
陸
軍
に
対
し
て
の
「
説
得
力
」
の
問
題
も
、
そ
う
し

た
特
質
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ

で
は

な
ぜ
こ
の
時
期
、
兵
役
税
の
導
入
な
ど
に
よ
る
徴
兵
制
度
の
「
補
完
」
が
必
要

で

あ
る
と
国
家
よ
り
も
民
間
に
お
い
て
先
に
主
張
さ
れ
、
軍
事
救
護
法
の
成
立
と
い

う
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
当
該
期
の
民
間
、

そ

し
て
国
家
に
存
在
し
た
軍
事
観
、
徴
兵
観
の
諸
相
を
解
明
し
て
い
く
う
え
で
、
極

め

て

興
味
深
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

3
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養
者
を
失
ひ
恰
も
盲
亀
の
浮
木
に
離
れ
た
る
が
如
く
其
拠
る
所
を
失
ふ
に
至
り

　
　
た

る
も
、
戦
役
当
時
は
世
上
の
同
情
も
熱
く
、
且
つ
特
別
賜
金
の
下
賜
等
あ
り

　
　

て
、
多
少
彼
等
を
賑
は
し
め
稽
安
穏
な
る
生
活
を
為
す
に
至
り
た
り
と
錐
も
、

　
　

幾
干
も
な
く
し
て
世
人
の
同
情
は
冷
却
し
、
特
別
賜
金
も
漸
次
費
消
す
る
に
至

　
　

り
て
、
現
今
に
於
て
は
僅
か
に
下
賜
さ
る
〉
扶
助
料
を
以
て
唯
一
の
保
維
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　

し
、
憐
む
べ
き
生
活
を
送
り
つ
〉
あ
る
者
其
数
頗
る
多
し
。

　
升

田
の
議
論
の
詳
細
は
後
で
詳
し
く
検
証
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
世
上
の
同
情
」

の
冷
却
、
す
な
わ
ち
救
護
に
対
す
る
社
会
的
関
心
の
低
下
と
い
う
認
識
が
、
本
稿
の

主
題
で

あ
る
民
間
で
の
軍
事
救
護
ー
国
家
主
体
論
、
そ
し
て
兵
役
税
導
入
論
の
形
成

に

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
彼
の
言
う
「
世
上
の
同
情
」
の
冷
却
と
は
、

具
体
的
に
い
か
な
る
現
象
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
露
戦
中
、
戦
死
者
遺
族
た
ち

に

向
け
ら
れ
た
「
世
上
の
同
情
」
と
し
て
第
一
に
想
起
さ
れ
る
の
が
、
民
間
の
諸
団

体
に

よ
る
軍
事
救
護
活
動
で
あ
る
。

　

こ
の
活
動
に
関
し
て
は
、
す
で
に
多
数
の
先
行
研
究
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
に

よ
る
と
、
開
戦
と
と
も
に
当
時
の
郡
や
市
町
村
が
個
々
に
「
尚
武
会
」
な
ど
の
名
称

を
有
す
る
団
体
を
組
織
し
て
住
民
か
ら
寄
付
金
・
会
費
を
徴
収
、
出
征
兵
士
の
家
族

に

対

し
金
銭
や
米
な
ど
の
物
品
を
継
続
的
に
給
付
す
る
と
い
う
事
例
が
全
国
的
に
観

　
　
　
　
　
（
8
）

察
さ
れ
て
い
る
。
国
家
の
側
も
一
九
〇
四
年
四
月
二
日
、
「
下
士
卒
家
族
救
助
令
」
を

制
定
し
、
出
征
兵
士
の
家
族
に
金
銭
の
給
付
を
行
っ
た
（
た
だ
し
現
役
兵
家
族
は
対

象
外
）
が
、
「
親
族
隣
保
の
扶
助
若
し
く
は
救
護
を
目
的
と
す
る
諸
団
体
の
救
助
尚
ほ

及
は
さ
る
こ
と
あ
る
と
き
は
国
家
は
弦
に
始
め
て
救
助
を
共
に
す
へ
き
義
に
付
其
旨

を
誤
ら
さ
る
様
周
到
注
意
を
要
す
」
と
、
「
隣
保
相
扶
」
す
な
わ
ち
救
護
の
主
体
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ま
で
も
地
域
社
会
、
民
間
で
あ
る
と
い
う
原
則
を
強
調
し
て
い
た
。

　
「
尚
武
会
」
な
ど
地
域
社
会
、
民
間
に
よ
る
金
銭
的
救
護
は
、
各
町
村
間
で
格
差
が

あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
兵
士
家
族
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
の
に
十
分
な
額
で
あ
っ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

否
か
は

別

と
し
て
も
、
戦
時
中
一
定
度
の
活
発
化
を
み
た
。
と
こ
ろ
が
戦
争
が
終

結
す

る
と
、
そ
の
地
域
社
会
、
民
間
に
よ
る
救
護
が
機
能
不
全
に
陥
る
と
い
う
事
態

が
各
地
域
で
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
日
露
戦
後
の
尚
武
会
な
ど
民
間
救
護
団
体
の
実

態
に

つ
い
て

の
先
行
研
究
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
受
け
ら
れ
な
い
。
同
会
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

一
次
史
料
の
残
存
状
況
も
管
見
の
限
り
必
ず
し
も
良
好
で
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
い

く
つ
か
の
地
域
の
事
例
を
も
と
に
、
こ
の
間
の
事
情
を
概
観
し
て
い
き
た
い
。

　

佐
々
木
隆
爾
氏
は
、
愛
知
県
内
に
お
い
て
日
露
戦
中
、
尚
武
会
が
貧
困
兵
士
家
族

の
生
活
維
持

に
一
定
の
効
果
を
与
え
た
と
し
つ
つ
も
、
一
九
〇
八
年
に
は
同
県
愛
知

郡
が

「
廃
兵
及
戦
病
死
者

ノ
遺
族
ニ
シ
テ
悲
惨
ナ
ル
境
遇
二
在
ル
モ
ノ
多
」
い
の
は

「
是
レ

救
護

ノ
法
甚
ダ
完
カ
ラ
サ
ル
ノ
致
ス
所
」
で
あ
る
か
ら
、
「
政
府
ガ
速
二
救
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ノ
方
法
ヲ
調
査
シ
適
当
ノ
提
案
ヲ
為
サ
ム
コ
ト
ヲ
望
ム
」
旨
の
建
議
を
政
府
に
提
出

し
た
こ
と
を
も
と
に
、
貧
困
家
族
の
生
活
難
が
戦
後
、
「
尚
武
会
」
的
団
体
の
手
に
余

る
ま
で
に
悪
化
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
日
露
戦
中
か
ら
の
重
税
に
よ
る
民
衆
の
疲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
3
）

弊
、
戦
後
の
危
機
的
な
町
村
財
政
の
中
で
実
際
に
兵
事
・
救
護
行
政
に
あ
た
る
地
方

行
政
担

当
者
に
と
っ
て
、
廃
兵
．
戦
死
者
遺
族
の
困
窮
は
解
決
困
難
な
も
の
と
な
っ

て

い
っ

た

の

で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
「
尚
武
会
」
的
団
体
が
戦
後
解
散
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
も
発
生
し
て
い

た
。
一
九
〇
四
年
二
月
、
山
形
県
米
沢
市
当
局
が
設
立
し
た
「
米
沢
奉
公
義
団
」
は
、

戦
中
戦
後
の
地
域
に
お
け
る
救
護
状
況
を
一
貫
し
て
観
察
で
き
る
希
少
な
事
例
の
ひ

と
つ
で
あ
る
が
、
同
団
は
市
長
を
団
長
と
し
て
市
民
か
ら
「
寄
贈
金
」
（
実
際
に
は
町

単
位
で
強
制
的
に
割
り
当
て
）
を
徴
収
、
出
征
兵
士
家
族
中
の
困
窮
者
に
対
し
て
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

女
一
二
歳
以
上
は
一
日
三
合
五
勺
、
同
一
二
歳
以
下
は
二
合
五
勺
の
白
米
の
給
付
を

　
　
（
U
）

行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
同
団
は
、
戦
争
が
終
結
す
る
以
前
か
ら
寄
贈
金
の
減
収
に
苦

し
む
に
至
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
重
税
に
伴
う
民
衆
の
疲
弊
な
ど
が
あ
っ
た
と
思

　
　
（
1
5
）

わ
れ
る
。
だ
が
一
方
で
、
同
時
期
の
『
米
沢
新
聞
』
に
戦
争
中
か
ら
兵
士
家
族
に
関

し
て
、
「
力
一
杯
働
い
て
自
分
の
生
活
す
る
こ
そ
名
誉
で
あ
る
救
助
を
仰
ぐ
は
無
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

力
者
と
か
怠
惰
と
か
を
証
明
し
て
い
る
よ
」
と
い
っ
た
投
書
が
複
数
掲
載
さ
れ
る
な

ど
、
兵
士
家
族
が
一
種
の
“
惰
民
”
視
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
は
、
当

時
の
民
衆
の
軍
事
救
護
に
対
す
る
意
識
．
熱
意
を
み
る
う
え
で
注
目
に
値
し
よ
う
。

4



一ノ瀬俊也［日露戦後の民間における軍事救護拡充論の展開］・

　

同
団
は
一
九
〇
六
年
＝
月
に
解
散
し
て
お
り
、
戦
死
者
遺
族
や
廃
兵
、
そ
し
て

戦
後
も
引
き
続
き
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
現
役
兵
家
族
中
の
困
窮
者
へ
の
対
策
は
等
閑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

視
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
愛
知
郡
、
米
沢
市
の
事
例
は
断
片
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
県
レ
ベ
ル
で
も
、
例

え
ば
一
九
〇
六
年
、
新
潟
県
は
各
町
村
に
宛
て
た
尚
武
会
の
活
動
を
奨
励
す
る
旨
の

通
牒
の
中
で
、
「
従
来
尚
武
会
は
一
部
の
町
村
を
除
く
の
外
は
概
し
て
有
名
無
実
に
し

て
何
等
為
す
べ
き
事
業
を
為
さ
ず
会
々
日
露
開
戦
に
際
し
出
征
軍
人
の
歓
送
迎
家
族

救
護
等
一
時
の
急
務
に
迫
ら
れ
俄
か
に
規
約
を
設
け
事
業
に
従
事
し
多
少
国
民
後
援

の
実
を
挙
げ
た
る
も
平
和
克
復
後
は
亦
た
旧
状
に
復
し
敢
て
斯
会
の
拡
張
を
図
ら
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

る
は
洵
に
慨
嘆
の
至
り
に
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
県
内
の
各
尚
武
会
が
戦
時
中
こ
そ

若
干
の
活
動
を
行
っ
た
も
の
の
、
戦
争
が
終
わ
る
と
米
沢
市
の
よ
う
に
解
散
こ
そ
し

な
い
ま
で
も
「
有
名
無
実
」
の
「
旧
状
」
に
復
し
て
し
ま
っ
た
様
子
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
日
露
戦
中
活
発
な
救
護
活
動
を
展
開
し
た
全
国
規
模
の
民
間
軍
事
救
護
団

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
∀

体
、
帝
国
軍
人
後
援
会
で
も
、
も
と
陸
軍
歩
兵
中
佐
牛
尾
敬
二
が
一
九
〇
七
、
八
年

に

「
某
両
県
に
亘
り
三
市
十
八
郡
」
の
戦
没
者
遺
族
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
遺

族
た

ち
は
「
案
外
に
も
、
其
の
日
の
生
計
に
苦
し
む
も
の
の
多
く
」
、
「
戦
役
当
時
は

村

内
或
は
諸
方
よ
り
、
慰
問
や
救
助
を
受
け
た
け
れ
ど
も
、
恩
賜
金
の
下
付
を
一
段

落
と
し
て
、
爾
来
毫
も
顧
る
も
の
な
く
、
賜
金
は
負
債
を
償
ふ
て
余
り
な
く
、
窮
困

日
に
益
加
は
り
、
一
家
常
に
其
の
窮
境
を
嘆
息
し
て
、
不
運
不
幸
の
怨
声
を
発
し
て

居
」
た
。
牛
尾
は
「
後
援
会
に
於
て
も
、
一
般
国
民
の
気
風
が
さ
う
云
ふ
〔
廃
兵
遺

族

を
「
厄
介
視
」
し
て
い
る
〕
風
に
な
つ
て
、
事
業
に
対
す
る
同
情
が
薄
ら
い
だ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
0
）

に

反

し
て
、
一
方
救
護
す
べ
き
も
の
は
多
数
で
あ
る
か
ら
、
随
分
困
難
」
で
あ
る
、

と
の
危
機
感
を
表
明
し
て
い
た
。
事
実
、
日
露
戦
後
帝
国
軍
人
後
援
会
が
廃
兵
遺
族

の
生
活
保
護

な
ど
に
支
出
し
た
「
保
護
費
」
は
、
一
九
〇
六
年
三
万
二
八
五
四
円
七

四
銭
、
〇
七
年
一
万
二
一
〇
五
円
七
二
銭
、
〇
八
年
八
一
三
八
円
八
〇
銭
、
一
〇
年

七
四
四
〇

円
八
七
銭
、
一
二
年
六
〇
〇
六
円
二
二
銭
、
一
三
年
は
皇
室
よ
り
一
万
円

が
下
賜
さ
れ
た
た
め
か
七
六
七
一
円
二
二
銭
と
、
第
一
次
大
戦
勃
発
前
ま
で
ほ
ぼ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
1
）

貫

し
て
減
少
を
続
け
て
い
る
。

　
ま
た
同
じ
民
間
の
軍
事
救
護
団
体
、
愛
国
婦
人
会
は
戦
後
、
「
事
情
の
通
ぜ
ざ
る

地
方
に

於
い
て

は
、
平
和
の
今
日
左
様
に
会
員
を
募
集
し
、
会
費
を
酸
集
す
る
事
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銘
∀

不
必
要
で
あ
る
と
云
ふ
が
如
き
、
大
い
に
誤
つ
た
考
へ
を
持
て
居
る
も
の
が
あ
る
」

と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
愛
婦
不
要
論
」
の
台
頭
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
会

も
ま
た
、
「
平
和
の
今
日
に
お
い
て
は
戦
争
当
時
、
軍
人
遺
族
や
廃
兵
遺
族
に
対
し

て
温
か
き
同
情
を
寄
せ
ら
れ
た
方
々
も
去
る
も
の
は
遠
し
で
、
年
月
の
遠
ざ
か
る
に

従

ひ
、
自
然
其
温
き
も
の
も
冷
や
か
に
な
り
、
将
来
は
今
ま
で
の
如
く
、
熱
誠
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

て
活

動
す
る
こ
と
出
来
る
か
如
何
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
た
。
両
団
体
と
も
、

軍
事
救
護
に

対
す

る
社
会
的
関
心
の
低
下
、
升
田
の
言
う
「
世
上
の
同
情
」
の
冷
却

化

を
、
自
ら
の
活
動
不
振
の
原
因
と
し
て
憂
慮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
帝
国
軍
人
後
援
会
ほ
か
の
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
に
お
け
る
戦
死
者
遺
族
・
廃
兵

の
総
数

は
一
九
一
五
年
二
月
の
時
点
で
一
〇
万
六
八
四
四
人
（
遺
族
八
万
八
〇
六
三

人
、
廃
兵
一
万
八
七
八
一
人
）
、
う
ち
救
護
を
要
す
る
者
が
約
三
万
人
存
在
し
た
。

一
方
、
「
軍
人
後
援
会
愛
国
婦
人
会
町
村
尚
武
会
其
他
ノ
私
立
団
体
」
が
実
施
し
た
救

助

の
金
額

は
、
遺
族
（
一
万
七
一
二
六
人
）
に
対
し
て
一
人
あ
た
り
年
平
均
三
円
二

〇

銭
八

厘
、
廃
兵
（
二
二
六
二
人
）
に
対
し
て
は
同
一
円
四
四
銭
九
厘
と
「
言
フ
ニ

足

ラ
ヌ
蹟
々
タ
ル
モ
ノ
」
で
あ
っ
た
。
国
家
の
恩
給
、
扶
助
料
も
、
例
え
ば
寡
婦
扶

助
料
が
一
人
あ
た
り
年
平
均
四
〇
円
五
一
銭
で
あ
る
な
ど
、
「
不
十
分
ヲ
極
メ
テ
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

ル
」
状
態
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。

　

以
上
の
若
干
の
事
例
か
ら
も
、
本
章
冒
頭
に
掲
げ
た
、
升
田
憲
元
『
最
新
兵
役
税

論
』
に
お
け
る
、
「
世
上
の
同
情
」
の
冷
却
化
と
い
う
指
摘
は
決
し
て
根
拠
の
な
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

の

で

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
も
は
や
日
露

戦

中
の
よ
う
に
は
民
間
の
軍
事
救
護
に
期
待
で
き
な
い
以
上
、
多
大
の
犠
牲
を
国
民

に

強

い
、
廃
兵
遺
族
の
困
窮
の
原
因
を
つ
く
っ
た
国
家
こ
そ
が
、
そ
の
救
護
に
責
任

を
負
う
べ
き
と
す
る
論
調
が
出
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。

5
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前
出
の
愛
知
県
愛
知
郡
の
建
議
は
ま
さ
に
こ
の
点
を
つ
い
た
も
の
で
あ
る
し
、
そ

の
他
に

も
例
え
ば
、
雑
誌
『
第
三
帝
国
』
誌
上
な
ど
に
お
け
る
軍
国
主
義
批
判
で
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

名
な
西
本
国
之
輔
（
も
と
陸
軍
大
尉
）
は
一
九
＝
二
年
、
廃
兵
の
生
活
の
惨
状
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
吾
人
は

兵
役
の
義
務
者
に

対

し
郷
党
の
扶
持
を
受
け
し
む
る
を
欲
せ
ず
、
正
々

　
　
堂
々

国
家
に
賠
償
せ
し
む
る
が
当
然
な
り
と
信
ず
。
先
日
余
の
宅
へ
廃
兵
と
い

　
　
ふ
の
が
薬
を
売
り
に
来
て
、
女
中
を
捕
へ
て
殆
ん
ど
押
売
の
態
度
だ
、
そ
こ
で

　
　
余
は

玄

関
ま
で
行
つ
て
『
貴
様
は
な
ぜ
こ
ん
な
所
で
女
を
困
ら
せ
て
ゐ
る
の
だ

　
　
な
ぜ
陸
軍
省
へ
押
し
か
け
て
、
廃
兵
で
飯
が
食
は
れ
な
い
か
ら
飯
の
食
は
れ
る

　
　
よ
う
に
し
ろ
と
談
判
し
な
い
か
。
一
人
で
力
及
ぼ
ず
ば
な
ぜ
全
国
の
廃
兵
を
糾

　
　
合
し
て
立
た
な
い
か
』
と
教
へ
て
や
つ
た
。
廃
兵
も
廃
兵
だ
が
、
廃
兵
を
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

　
　
い
ふ
み

じ
め
な
境
涯
に
突
き
落
し
て
平
気
で
ゐ
る
国
家
も
国
家
だ
。

　
彼
ら
の
「
み
じ
め
な
境
涯
」
へ
の
対
策
は
、
も
は
や
「
郷
党
」
す
な
わ
ち
地
域
社

会
の
手
に
は
負
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
国
家
こ
そ
が
そ
の
原
因
を
作
っ
た
も
の
と

し
て
「
当
然
」
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　
西
本
は

現
役
兵
に

関

し
て
も
「
手
当
て
を
増
し
て
、
家
郷
か
ら
小
使
ひ
銭
を
持
ち

出
さ
な
い
で
も
済
む
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
前
出

の
牛
尾
敬
二
「
無
形
の
後
援
」
は
「
世
人
は
彼
等
〔
現
役
兵
と
そ
の
家
族
〕
を
目
す

る
に
、
法
律
に
依
て
兵
役
に
服
し
た
る
者
な
れ
ば
、
我
等
の
関
す
る
所
に
あ
ら
ず
、

戦
時
な
れ
ば
格
別
な
る
も
、
平
時
に
於
て
之
を
救
護
す
る
の
道
も
無
く
、
又
義
務
も

な
し
と
、
口
に
出
し
て
こ
そ
云
は
ね
ど
も
、
実
際
は
其
の
通
り
で
あ
」
り
、
「
生
計
困

難
の
者
往
々
こ
れ
在
る
」
と
指
摘
す
る
な
ど
、
廃
兵
．
戦
死
者
遺
族
生
活
困
窮
問
題

の
顕
在
化

の
中
で
、
働
き
手
を
奪
わ
れ
た
現
役
兵
家
族
の
困
窮
も
あ
わ
せ
て
問
題
化

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
な
お
こ
こ
で
牛
尾
が
指
摘
し
た
、
現
役
兵
家
族
に
対
す
る
「
世

人
」
の
態
度
は
、
ま
さ
に
前
掲
の
米
沢
奉
公
義
団
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
。
か
か
る

態
度
は
、
戦
後
社
会
に
お
い
て
は
決
し
て
米
沢
市
だ
け
の
特
殊
な
事
例
で
は
な
か
っ

た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
そ
う
し
た
「
世
人
」
の
態
度
を
問
題
視
す
る
認
識
は
、

次
章
に
て
詳
し
く
検
証
す
る
、

の
で
あ
っ
た
。

同
時
期
の
兵
役
税
導
入
論
の
担
い
手
と
も
共
通
の
も

2
　
兵
役
税
導
入
論
の
論
理

　
前
掲
の
升
田
憲
元
『
最
新
兵
役
税
論
』
（
一
九
一
三
年
）
は
、
日
露
戦
後
の
兵
役
税

導
入
論
の
先
駆
と
な
っ
た
著
作
で
あ
り
、
当
該
期
に
お
け
る
も
っ
と
も
具
体
的
な
内

容
を
持
つ
救
護
拡
充
案
で
あ
る
。
同
書
で
も
西
本
や
牛
尾
な
ど
の
議
論
と
同
様
、
戦

死
者
遺
族
に
対
す
る
地
域
の
軍
事
救
護
は
お
よ
そ
当
て
に
な
ら
ぬ
と
の
認
識
（
「
世
上

の

同
情
」
の
冷
却
）
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
同
書
は
現
役
兵
の
待
遇

に

関
し
て
も
、
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
彼
ら
が
受
け
取
る
給
料
は
一
九
一
〇
年

改
正
の
給
与
令
に
よ
っ
て
も
月
額
一
円
五
六
銭
（
一
、
二
等
卒
）
と
ご
く
少
額
で
あ

り
、
逆
に
「
一
ヶ
月
二
三
円
の
送
金
を
〔
実
家
に
〕
仰
が
ざ
る
者
は
稀
な
り
」
（
『
最

新
兵
役
税
論
』
一
四
九
頁
）
と
い
う
有
様
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
「
徴
兵
忌
避
の
有
力

な

る
原
因
を
な
し
、
〔
中
略
〕
父
兄
を
し
て
軍
隊
に
対
し
一
種
の
悪
感
情
を
懐
か
し
め
」

ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
導
き
出
さ
れ
る
の
が
、

　
　
国
家
は
彼
等
〔
現
役
兵
や
、
戦
時
に
召
集
さ
れ
る
予
後
備
役
兵
〕
に
兵
役
の
義

　
　
務
を
負
は
し
め
、
為
め
に
生
ぜ
る
結
果
を
自
か
ら
進
ん
で
処
理
す
る
当
然
の
義

　
　
務
を
負
ふ
も
の
な
る
が
故
に
、
少
く
と
も
彼
等
家
族
が
最
小
生
活
費
を
償
ふ
に

　
　
足

る
べ
き
救
助
費
は
、
慈
善
団
体
等
の
喜
捨
に
挨
た
ず
し
て
之
を
供
給
せ
ざ
る

　
　
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
、
換
言
す
れ
ば
彼
等
家
族
の
救
助
は
慈
善
に
依
る
も
の

　
　
に

あ
ら
ず
し
て
、
寧
ろ
彼
等
の
権
利
と
し
て
国
家
に
要
求
す
べ
き
も
の
た
る
な

　
　
り
。
（
同
三
〇
一
、
三
〇
二
頁
）

　
と
、
救
護
の
実
施
は
民
間
「
慈
善
団
体
」
の
そ
れ
が
あ
て
に
な
ら
ぬ
以
上
、
国
家

の

「
当
然
の
義
務
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
結
論
で
あ
る
。
そ
の
国
家
に

よ
る
救
護
の
財
源
と
し
て
升
田
が
最
適
と
み
た
の
が
、
兵
役
税
で
あ
っ
た
。
こ
の
意

味
で
兵
役
税
導
入
論
は
、
軍
事
救
護
ー
国
家
主
体
論
の
一
形
態
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

升

田
に
と
っ
て
も
兵
士
家
族
、
戦
死
者
遺
族
、
廃
兵
の
待
遇
改
善
は
本
来
「
教
育
又

6



一ノ瀬俊也［日露戦後の民間における軍事救護拡充論の展開］・

は

法
律
の
力
若
し
く
は
其
他
行
政
等
の
手
段
」
（
同
三
九
八
頁
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
国
家
財
政
の
現
状
で
は
そ
れ
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

彼
は

財
源
確
保
の
た
め
あ
え
て
兵
役
税
と
い
う
目
的
税
を
提
起
し
た
理
由
と
し
て
、

「
租
税

と
し
て
極
め
て
公
平
適
当
に
し
て
、
且
つ
其
歳
入
額
も
比
較
的
大
な
る
も
の

あ
る
が
故
に
、
国
家
歳
入
上
選
択
す
べ
き
好
財
源
」
（
同
九
〇
頁
）
と
、
事
実
上
徴
兵

を
免
れ
た
者
へ
の
課
税
で
あ
る
と
い
う
点
で
の
説
得
力
、
そ
し
て
多
額
の
収
入
が
期

待
で
き
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
で
は
升

田
は
、
兵
役
税
を
財
源
と
し
た
現
役
兵
給
料
、
現
役
兵
・
応
召
予
後
備
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頒
）

家
族
の
救
助
費
、
軍
人
遺
族
扶
助
料
の
増
額
に
対
し
て
、
具
体
的
に
い
か
な
る
利
点

を
期
待
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
彼
は

『
最
新
兵
役
税
論
』
中
、
兵
役
税
導
入
の
利
点
を
主
に
「
軍
事
上
の
基
礎
」

と
「
社
会
政
策
上
の
基
礎
」
の
二
点
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
「
軍
事
上
の
基
礎
」

（同
一
一
六
～
一
五
八
頁
）
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
兵
卒
の
不
平
思
想
の
緩

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

解
、
徴
兵
忌
避
の
防
止
、
軍
事
思
想
の
普
及
、
選
兵
上
適
良
の
資
質
を
有
す
る
入

営
壮
丁
の
増
加
（
優
秀
な
志
願
兵
の
増
加
）
で
あ
る
。
ま
た
廃
兵
の
悲
惨
な
生
活
も
、

「

一
般
軍
人
の
威
信

を
失
墜
し
、
此
等
廃
兵
の
状
態
を
目
観
す
る
現
在
又
は
将
来
に

於
け
る
兵
士
の
士
気
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
勘
少
な
ら
ざ
る
べ
し
」
（
同
一
五
五
頁
）

と
し
て
、
そ
の
改
善
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
「
社
会
政
策
上
の
基
礎
」
（
同
一
五
九
～
］
九
九
頁
）
と
し
て
は
、
兵
役
義

務
履
行
に
よ
る
貧
富
の
差
の
調
整
、
都
市
と
地
方
間
の
不
平
等
是
正
（
兵
士
に
は
農

村
出
身
者
が
多
い
と
さ
れ
た
）
、
兵
役
義
務
に
原
因
す
る
「
下
級
社
会
」
の
不
平
思
想

の

緩
解
、
徴
兵
忌
避
を
目
的
と
し
た
身
体
殿
傷
行
為
な
ど
の
防
止
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
徴
兵
忌
避
の
防
止
や
「
下
級
社
会
」
の
不
平
緩
和
な
ど
、
升
田
に
お
け
る
兵
役

税
導
入
の
目
的
は
軍
事
救
護
の
拡
充
に
よ
る
徴
兵
制
度
運
用
の
円
滑
化
、
い
わ
ば
制

度

の

「
補
完
」
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
彼
は
経
済
的
困
窮
に
よ
る
不
平
、

実
際
に
は
入
営
し
な
い
者
が
い
る
こ
と
へ
の
不
公
平
感
を
持
つ
兵
卒
中
に
は
「
甚
だ

し
き
に
至
り
て
は
非
軍
隊
主
義
、
非
国
家
主
義
を
唱
道
禰
漫
せ
し
む
る
者
あ
る
」
（
同

一
一
九
頁
）
と
述
べ
、
兵
士
の
経
済
的
困
窮
を
、
徴
兵
制
軍
隊
の
存
立
に
関
わ
る
問

題
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
実
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
徴
兵
制
度
の
「
補
完
」
と
い
う
問
題
意
識
は
、
本
稿
前

節
に
て
と
り
あ
げ
た
他
の
軍
事
救
護
を
め
ぐ
る
議
論
の
担
い
手
た
ち
と
も
共
通
し
て

い

た
。
彼
ら
は
非
現
役
と
は
言
え
軍
人
と
し
て
の
専
門
知
識
と
、
そ
こ
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
独
自
の
徴
兵
．
国
防
観
を
持
ち
、
か
つ
そ
れ
を
公
刊
し
て
も
い
た
者
た
ち

だ
っ
た
。
で
は
彼
ら
は
な
ぜ
、
徴
兵
制
度
の
「
補
完
」
を
唱
え
た
の
か
。

　
升

田
の
議
論
は
「
国
家
間
に
於
け
る
最
後
の
実
力
は
独
り
兵
力
あ
る
の
み
」
（
同
五

頁
）
、
「
軍
は
立
国
の
基
礎
に
し
て
〔
中
略
〕
、
軍
人
中
特
に
大
な
る
名
誉
と
義
務
を
有

す

る
者
は
非
幹
部
即
ち
兵
卒
」
（
同
一
七
頁
）
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
廃
兵
遺
族

に

対
す

る
「
世
上
の
同
情
」
が
冷
却
化
し
て
い
る
現
状
を
批
判
す
る
な
ど
、
国
防
及

び
そ

の
中
で
の
一
般
兵
士
の
役
割
を
重
視
し
、
戦
後
社
会
の
軍
事
に
対
す
る
関
心
低

下

を
憂
慮
す
る
立
場
か
ら
の
発
言
だ
っ
た
。
ま
た
西
本
国
之
輔
の
標
榜
し
た
国
防
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
即
〉

と
は
陸
軍
の
縮
小
－
海
軍
一
元
化
論
で
あ
っ
た
が
、
徴
兵
制
度
自
体
は
升
田
と
同
様
、

「
壮
丁
が
何
等
の
不
平
な
く
欣
然
と
し
て
国
家
の
徴
集
に
応
ず
る
程
の
名
実
兼
ね
備

は

る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
前
掲
「
兵
制
改
革
」
）
と
当
面
存
続
す
べ
き
も
の

で

あ
り
、
ま
た
改
善
の
対
象
と
も
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
帝
国
軍
人
後
援
会
の
牛
尾
幹
二
も
、
廃
兵
遺
族
が
「
生
活
も
困
難
の
な
い
様
に
、

十
分
の
慰
籍
を
与
へ
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
な
ら
ば
、
其
の
後
進
者
が
必
ず
、
己
も
国

家
有
事
の
時
に
は
、
身
命
を
榔
つ
に
躊
躇
せ
ぬ
と
云
ふ
観
念
を
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

間
に
起
す
で
あ
ら
う
〔
が
、
現
実
は
逆
で
あ
る
〕
」
と
、
廃
兵
遺
族
の
困
窮
を
、
現

役
兵
士

の
士

気
維
持
の
観
点
か
ら
問
題
視
し
て
い
た
。
彼
ら
の
問
題
関
心
は
、
兵
士

家
族
、
廃
兵
遺
族
の
困
窮
に
対
す
る
同
情
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
西
本
の
言
葉
を
借

り
て
言
え
ば
、
地
域
社
会
（
「
郷
党
」
）
の
救
護
へ
の
関
心
低
下
と
い
う
事
態
の
中
で
、

い
か
に

兵
士

の
経
済
的
「
不
平
」
を
解
消
し
て
「
欣
然
と
し
て
国
家
の
徴
集
に
応
」

じ
さ
せ
る
か
に
あ
っ
た
。
彼
ら
が
軍
事
救
護
の
拡
充
な
ど
、
当
時
と
し
て
は
特
異
な

軍
制
改
革
論
を
公
刊
で
き
た
の
は
、
言
論
内
容
、
価
値
観
の
多
様
化
を
迎
え
た
日
露

7
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戦
後
社
会
の
中
で
、
非
現
役
と
い
う
民
間
人
に
近
い
、
比
較
的
自
由
な
立
場
に
い
た

こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
日
露
戦
後
の
軍
事
救
護
に
関
わ
る
民
間
の
議
論
の
す
べ
て
が
、
単
な

る
拡
充
論
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
す
で
に
政
界
を
退
い
て
社
会
事
業
に
従
事

し
て
い
た
板
垣
退
助
は
、
日
露
戦
中
活
発
化
し
て
い
た
尚
武
会
な
ど
民
間
の
金
品
に

よ
る
救
護
に
つ
い
て
、
「
救
護
と
〔
義
務
負
担
へ
の
〕
報
酬
と
を
混
同
せ
る
も
の
に
し

て
、
国
民
的
兵
役
の
趣
旨
に
遠
ざ
か
る
こ
と
甚
だ
し
」
い
か
ら
、
救
護
は
あ
く
ま
で

も
労
力
奉
仕
な
ど
金
品
以
外
の
も
の
に
限
る
べ
き
と
主
張
し
て
い
た
。
本
来
徴
兵
は

「
人
民
自
ら
国
家
を
衛
る
の
謂
に
し
て
、
国
民
と
し
て
楽
を
土
ハ
に
す
る
者
は
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

憂
を
も
共
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
と
の
道
理
を
其
の
根
本
の
主
義
」
と
す
べ
き
で

あ
る
、
す
な
わ
ち
徴
兵
制
度
の
も
と
で
は
全
国
民
が
自
発
的
に
国
防
に
参
加
す
る
の

が
必
須
の
建
前
で

あ
る
の
に
、
金
品
中
心
の
軍
事
救
護
が
義
務
履
行
に
対
す
る
一
種

の

「
報
酬
」
と
化
し
て
お
り
、
そ
れ
は
国
民
の
徴
兵
に
対
す
る
〈
自
発
性
〉
と
い
う

理
念
の
否
定
に

つ
な

が
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
板
垣
も
戊
辰
戦
争
で
実
兵
の
指
揮
を

と
っ
た
と
い
う
点
で
は
「
も
と
軍
人
」
の
一
人
で
あ
り
、
兵
士
の
待
遇
に
対
す
る
関

心
も
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
板
垣
は

戦
後
「
廃
兵
の
慰
安
」
（
一
九
一
三
年
）
な
ど
を
あ
ら
わ
し
て
、
廃
兵
の

「
世
を
厭
ひ
て
人
生
を
誼
ふ
が
如
き
極
め
て
悲
惨
な
る
生
涯
」
に
深
い
同
情
を
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

し
か
し
兵
役
税
論
に
つ
い
て
は
同
年
の
「
徴
兵
の
精
神
」
に
て
、
「
血
税
の
義
務
を
尽

す

を
得
る
を
以
て
無
上
の
幸
福
な
り
と
為
」
す
の
が
「
徴
兵
の
精
神
」
で
あ
る
は
ず

な
の
に
、
免
役
者
を
し
て
「
兵
役
を
免
れ
た
る
を
以
て
幸
福
な
り
と
為
し
、
自
か
ら

之
を
祝
す
る
所
の
報
酬
と
し
て
其
利
益
に
向
つ
て
課
税
す
る
の
意
に
出
で
し
め
ば
、

こ
れ
実
に
「
我
一
兵
卒
と
な
り
て
国
に
尽
く
さ
ん
」
と
の
精
神
よ
り
出
つ
る
所
の
全

国
皆
兵
の
主
義
を
根
本
よ
り
破
壊
す
る
も
の
に
し
て
、
由
々
敷
き
一
大
事
と
謂
は
ざ

る
可
か
ら
ず
」
と
批
判
し
た
。
兵
役
税
を
導
入
し
て
非
服
役
者
に
課
税
す
れ
ば
、
服

役

を
免
れ
た
こ
と
が
あ
た
か
も
「
幸
福
」
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

で
は

「
身
を
挺
し
て
国
に
殉
ず
る
を
喜
ぶ
所
の
国
士
の
気
象
は
勢
ひ
失
墜
せ
ざ
る
を

得
」
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
彼
は
兵
役
税
の
資
金
を
事
実
上
の
「
報
酬
」
と
し
て
受
け
る
こ
と
に
な
る
兵
士
に

つ
い
て
も
、
「
徴
兵
の
精
神
は
変
じ
て
傭
兵
の
精
神
と
な
り
、
義
務
の
為
に
働
き
た
る

者
は
利
益
の
為
め
に
働
く
に
至
り
、
国
民
挙
つ
て
国
を
護
る
の
主
義
は
根
本
的
に
破

壊
」
さ
れ
て
し
ま
う
と
述
べ
て
い
る
。
板
垣
の
反
兵
役
税
論
は
、
近
代
国
民
国
家
に

お
け
る
徴
兵
制
度
の
根
本
理
念
（
「
我
一
兵
卒
と
な
り
て
国
に
尽
く
さ
ん
」
）
に
深
く

関
わ
る
内
容
を
持
っ
て
い
た
。

　
升

田
の
側
に
と
っ
て
も
、
こ
う
し
た
批
判
は
自
論
の
正
当
性
に
直
接
関
わ
る
だ
け

に
、
決
し
て
無
視
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
『
最
新
兵
役
税
論
』
中
、

「
兵
役
税
賛
否
論
」
に
関
し
て
特
に
一
章
を
さ
き
、
兵
役
税
が
兵
役
負
担
の
「
代
償
」
と

な
っ
て
徴
兵
の
理
念
を
傷
つ
け
る
と
す
る
議
論
に
反
論
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
同
税

導
入
論
が

あ
く
ま
で
も
「
国
民
の
兵
役
義
務
に
対
す
る
冷
淡
忘
閑
を
戒
め
、
以
て
国

防
に
関
す
る
義
務
的
思
想
を
普
及
」
（
九
六
頁
）
す
る
意
図
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
日
露
戦
後
の
民
間
に
お
け
る
軍
事
救
護
に
関
す

る
議
論
は
、
国
民
の
兵
役
観
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
以

上
、
日
露
戦
後
の
軍
事
救
護
－
国
家
主
体
論
、
そ
の
一
形
態
と
し
て
の
兵
役
税

導
入
論
は
当
該
期
の
重
税
に
よ
る
民
衆
の
疲
弊
、
軍
事
．
徴
兵
兵
士
へ
の
社
会
的
関

心
の
低
下

と
い
う
状
況
の
中
で
、
廃
兵
遺
族
、
そ
し
て
現
役
兵
家
族
の
経
済
的
な
不

満

の

抑
制
↓
兵
士
の
「
士
気
」
低
下
防
止
と
い
う
、
い
わ
ば
徴
兵
制
度
の
「
補
完
」

策
的
観
点
か
ら
提
起
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
議
論
は
一
九
一
五
年
以
降
、
議
会
の
問
題

と
も
さ
れ
て
い
く
。

②
議
会
に
お
け
る
軍
事
救
護
拡
充
論

1

武
藤
山
治
・
矢
島
八
郎
の
理
念
と
主
張

兵
役
税
法
案
は
衆
院
議
員
矢
島
八
郎
（
一
八
五
〇
～
一
九
一
二
年
、
立
憲
同
志
会
、

8



一ノ瀬俊也［日露戦後の民間における軍事救護拡充論の展開］・

群
馬

県
選
出
）
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
第
三
五
議
会
以
降
連
続
し
て
議
会
提
出
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
第
三
七
議
会
衆
院
で
の
審
議
（
一
九
一
五
年
一
二
月

～
翌
年
二
月
）
で
は
、
当
時
鐘
紡
の
重
役
で
あ
っ
た
武
藤
山
治
が
事
実
上
中
心
と

な
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
救
護
法
案
」
（
全
十
三
条
、
廃
兵
、
戦
病
死
者
遺
族
、
現
役
・

応

召
兵
士
家
族
に
対
す
る
「
軍
事
救
護
金
」
の
支
給
な
ど
を
規
定
）
と
合
同
で
衆
院

へ
一
括
提
出
さ
れ
、
政
府
特
に
陸
軍
と
の
間
で
活
発
な
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
郡
司
前
掲
論
文
は
、
こ
の
第
三
七
議
会
で
の
議
論
の
過
程
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討

を
行
い
、
そ
れ
を
経
て
陸
軍
が
軍
事
救
護
法
制
定
に
動
き
出
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い

る
が
、
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
は
、
本
稿
冒
頭
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
矢
島
ら
兵
役

税
導
入
論
者
の
意
図
を
〈
兵
役
負
担
の
均
衡
〉
と
、
武
藤
ら
の
意
図
を
〈
廃
兵
遺
族

の

国
家
救
護
〉
と
の
み
表
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
な
ぜ
兵
役
負
担
は

〈均
衡
〉
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
廃
兵
遺
族
は
な
ぜ
国
家
に
救
護
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
の
か
、
と
い
う
彼
ら
の
根
本
的
な
目
的
・
論
理
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
触
れ

る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。
前
章
で
は
日
露
戦
後
の
民
間
に
お
け
る
軍
事
救
護
ー

国
家
主
体
論
が
、
兵
士
の
「
士
気
」
低
下
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
っ

た

こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
そ
う
し
た
発
想
は
武
藤
、
矢
島
ら
に
も
共
通

の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
の
点
を
彼
ら
の
実
際
の
記
述
、
議
会

で

の
発
言
な
ど
か
ら
検
証
し
て
い
こ
う
。

　
当
時
ま
だ
国
会
議
員
で
は
な
か
っ
た
武
藤
（
彼
が
衆
院
議
員
と
な
っ
た
の
は
］
九

二
四
年
か
ら
）
は
、
衆
院
議
員
林
毅
陸
な
ど
に
協
力
を
依
頼
し
て
一
九
一
五
年
五
月
、

第
三
六
議
会
に

「
出
征
軍
人
家
族
・
廃
兵
・
戦
病
死
者
遺
族
救
護
二
関
ス
ル
建
議
案
」

を
提
出
し
、
政
府
に
「
適
当
ナ
ル
方
法
」
を
採
る
よ
う
求
め
る
な
ど
の
運
動
を
行
つ

た
。
同
建
議
案
は
六
月
九
日
衆
院
を
通
過
し
た
も
の
の
、
貴
族
院
に
て
審
議
未
了
と

な
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
彼
が
軍
事
救
護
問
題
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
日
露
戦
争
で

戦
死
し
た
彼
の
弟
の
恩
給
が
余
り
に
少
額
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
新
聞
で
第
一
次
大
戦

出
征
者
家
族
の
生
活
難
を
知
っ
た
た
め
だ
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
よ
り
本
質
的
な
理
由
と
し
て
、
戦
死
者
遺
族
、
廃
兵
た
ち
の
生
活
不
安
が

「
遂
二
護
国
ノ
根
本
精
神
二
憂
フ
ベ
キ
影
響
ヲ
及
ボ
ス
」
（
前
記
建
議
案
中
の
文
言
）
、

す
な
わ
ち
兵
士
の
軍
隊
観
の
悪
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
彼
の
危
機
感
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
ぜ
武
藤
が
か
か
る
危
機
感
を
も
っ
て
運
動
を
展
開
し
た
の
か
、
そ
れ
は
彼
の
軍
隊

観
．
徴
兵
観
と
も
関
連
し
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
彼
の
主
張
の
詳
細

を
、
後
の
著
書
『
軍
人
優
遇
論
』
（
初
版
一
九
二
〇
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
中
の
記

述
か

ら
分
析
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
武
藤
の
軍
隊
観
の
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
象

徴
し
て
い
る
の
が
以
下
の
一
文
で
あ
る
。

　
　
今

日
の
経
済
生
活
が
、
国
家
を
単
位
と
し
て
、
互
い
に
競
争
を
檀
に
す
る
と
云

　
　
ふ
伝
統
的
組
織
に
、
一
大
変
革
を
生
じ
な
い
限
り
は
、
武
装
の
勢
力
が
、
好
む

　
　
べ
き
で
あ
る
と
無
い
と
に
拘
ら
ず
、
依
然
と
し
て
続
く
の
は
已
む
を
得
な
い
。

　
　
（
『
軍
人
優
遇
論
』
六
四
頁
）

　
す

な
わ
ち
国
家
の
保
持
す
る
軍
隊
は
、
そ
の
国
家
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

経
済
競
争
（
「
資
本
家
」
た
る
彼
に
と
っ
て
、
主
要
な
関
心
の
対
象
）
を
保
障
す
る
一

種
の
必
要
悪
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
そ
の
軍
隊
を
根
底
で
支
え
る
の
が
一
般
兵
士
の

士
気
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
彼
は
、
物
売
り
の
廃
兵
が
演
習
中
の
兵
士
の
一
群
に
向
か

い
、
自
分
た
ち
の
よ
う
に
な
っ
て
は
馬
鹿
ら
し
い
か
ら
程
々
に
し
て
お
け
と
言
っ
た

と
い
う
話
（
こ
の
話
は
一
九
一
五
年
一
二
月
二
三
日
、
第
三
七
議
会
衆
院
に
お
け
る

林
毅
陸
の
「
救
護
法
案
」
提
案
理
由
説
明
の
中
で
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
）
な
ど
を
耳

に

し
て
、
次
の
よ
う
な
危
機
感
を
抱
く
に
至
っ
た
。

　
　
生
の
執
着
は
、
〔
中
略
〕
人
間
の
行
動
、
事
業
の
過
程
の
一
切
を
支
配
す
る
は
無

　
　
論
の
事
、
其
の
執
着
の
意
味
が
、
文
明
の
進
歩
と
土
ハ
に
益
々
濃
厚
の
度
を
増
す

　
　
と
す
れ
ば
、
命
を
的
に
し
て
義
勇
奉
公
の
精
神
に
終
始
す
る
軍
人
の
生
活
は
、

　
　
如
何
に
其
の
影
響
を
感
ず
る
で
あ
ら
う
乎
。
軍
人
も
亦
人
間
で
あ
る
。
人
間
と

し
て
の
普
通
の
感
情
は
、
軍
人
を
し
て
死
ぬ
者
貧
乏
の
思
を
懐
か
せ
ず
に
居
る

で

あ
ら
う
乎
。
否
、
一
般
社
会
は
、
軍
人
を
し
て
、
此
の
如
き
思
を
懐
く
の
違

無
か
ら
し
む
る
ま
で
に
軍
人
の
待
遇
に
心
を
用
ひ
て
居
る
で
あ
ら
う
乎
。
一
身

既
に

国
に
許
し
た
後
に
、
骸
は
既
に
草
場
の
露
と
消
え
た
後
に
、
其
の
遺
族
を

9
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却
て
路
頭
に

迷
は

し
む
る
が
如
き
、
不
幸
な
る
、
無
情
な
る
、
残
忍
な
る
実
例

　
　
を
、
社
会
は
余
り
に
多
く
作
り
つ
S
あ
り
は
せ
ぬ
乎
。
（
同
六
七
頁
）

　
彼
が
自
ら
兵
士
の
「
死
ぬ
者
貧
乏
の
思
」
を
除
く
べ
く
軍
事
救
護
拡
充
運
動
を
開

始

し
た
の
も
、
「
資
本
家
階
級
に
し
て
、
其
の
地
位
を
思
ひ
、
其
の
責
任
を
顧
み
、
其

の
永

久
の
利
害
を
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
ば
、
此
の
問
題
の
解
決
の
如
く
至

急
を
要
す
る
も
の
が
無
い
こ
と
を
覚
る
で
あ
ら
う
。
〔
中
略
〕
而
し
て
此
の
如
き
率
先

的
声

明
は
、
今
や
明
に
資
本
家
階
級
自
ら
の
最
高
義
務
の
↓
種
で
あ
る
」
（
同
一
一
九

頁
）
と
、
労
働
者
階
級
出
身
者
が
多
い
兵
士
と
そ
の
家
族
遺
族
の
救
護
問
題
を
、
単

な
る
同
情
だ
け
で
は
な
く
、
「
資
本
家
階
級
」
た
る
自
ら
の
「
永
久
の
利
害
」
の
問
題

と
し
て
も
捉
え
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
救
護
の
主
体
と
し
て
想
定
さ

れ

る
の
は
、
「
国
家
の
救
護
を
補
ふ
が
為
め
に
、
世
間
の
同
情
者
が
、
更
に
各
種
の
慰

安
の
方
法

を
講
ず
る
の
は
別
と
し
て
、
国
家
が
其
の
救
護
の
全
責
任
を
挙
げ
て
之
を

慈
善
団
体
の
負
担
に
委
し
て
顧
み
な
い
の
は
、
乱
暴
も
亦
甚
し
い
」
（
同
七
三
頁
）
と

民
間
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も
国
家
で
あ
り
、
「
資
本
家
階
級
」
は
そ
の
要
求
を
政
治
の

場
で
率
先
し
て
行
う
義
務
を
有
す
る
。
こ
れ
が
武
藤
の
達
し
た
結
論
で
あ
っ
た
。

　
彼
の
軍
事
救
護
ー
国
家
主
体
論
の
背
景
に
は
、
本
稿
第
一
章
に
て
検
証
し
た
、
廃

兵
遺
族
た

ち
に
対
す
る
日
露
戦
後
社
会
の
無
力
無
関
心
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、

「
日
本
の
家
族
制
度
と
隣
保
相
助
く
る
の
慣
習
と
は
、
或
る
意
味
に
於
い
て
、
大
い

に

世
界
に

誇

る
に
足
る
が
、
之
を
戦
死
者
遺
族
及
廃
兵
救
護
の
立
場
よ
り
観
る
と
き

は
、
固
よ
り
之
を
以
て
足
れ
り
と
為
す
べ
き
で
は
な
い
。
彼
等
の
親
族
、
彼
等
の
隣

保
も
、
概
ね
彼
等
と
同
一
の
境
遇
に
在
る
が
故
に
、
実
際
上
之
に
頼
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
〔
中
略
〕
所
謂
徴
兵
忌
避
が
、
少
な
か
ら
ず
経
済
上
の
打
撃
に
由
来
し
て
居
る

こ
と
も
、
此
の
事
実
に
関
連
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
」
（
同
七
五
頁
）
と
い
う
記
述

や
、
「
軍
人
後
援
会
愛
国
婦
人
会
町
村
尚
武
会
其
他
ノ
私
立
団
体
」
に
よ
る
救
護
が

「
言
フ

ニ
足

ラ
ヌ
蹟
々
タ
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
と
い
う
、
彼
の
協
力
者
林
毅
陸
の
「
救
護

法
案
」
提
案
理
由
説
明
（
本
稿
註
（
2
4
）
参
照
）
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
武
藤
に
お
け
る
軍
事
救
護
拡
充
運
動
の
目
的
は
、
そ
れ
に
よ

る
兵
士
の
士
気
向
上
・
徴
兵
か
ら
の
離
反
防
止
↓
自
ら
の
経
済
活
動
の
安
定
化
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

い
う
一
点
に
尽
き
る
と
さ
え
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
の
兵
役
税
法
案
の
提
出
者
、
矢
島
八
郎
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
関
連
史
料

に

乏

し
い
が
、
彼
が
兵
役
税
法
制
定
運
動
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
兵
士

家
族
の
困
窮
に
対
す
る
同
情
が
あ
っ
た
。
も
と
も
と
矢
島
に
運
動
を
勧
め
た
の
は
、

地
元
高
崎
市
在
住
の
野
中
卯
三
郎
な
る
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
の
詳
細
な
履
歴
は
不

（3
6
）

明
だ
が
、
彼
が
兵
役
税
導
入
を
必
要
と
認
識
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
自
分
の
息
子
は

兵
役

を
免
れ
た
の
に
、
隣
家
の
息
子
は
三
人
と
も
兵
役
に
と
ら
れ
、
甚
だ
気
の
毒
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

状

態
に
陥
っ
た
の
を
見
た
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
野
中
は
「
同
郷
の
先
輩
代
議

士
」
矢
島
を
訪
ね
て
援
助
を
依
頼
し
、
以
後
数
年
間
陸
軍
省
内
務
省
な
ど
へ
も
熱
心

に

陳
情
し
て
み
た
が
、
な
か
な
か
了
解
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

彼

ら
は
「
ど
う
し
て
も
議
会
の
問
題
と
し
て
提
出
し
解
決
す
る
よ
り
外
に
方
法
が
な

い

と
決
心
し
」
た
と
い
う
。
こ
の
挿
話
か
ら
、
矢
島
た
ち
の
運
動
が
、
兵
士
と
そ
の

家
族
た
ち
の
重
い
経
済
的
負
担
に
対
す
る
同
情
に
起
因
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
な
お
矢
島
が
野
中
の
主
張
に
同
調
し
た
背
景
に
は
、
彼
が
日
露
戦
中
の
高
崎
市

長
・
高
崎
尚
武
会
長
と
し
て
軍
事
救
護
の
現
場
に
立
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
も
想
像
さ

　
（
銘
）

れ
る
。

　

し
か
し
、
矢
島
ら
が
武
藤
と
連
合
す
る
以
前
の
第
三
⊥
ハ
議
会
か
ら
兵
役
税
導
入
が

必

要
な
理
由
と
し
て
実
際
に
掲
げ
て
い
た
の
は
、
①
「
国
民
皆
兵
」
の
実
現
、
②

「
国
民
義
務
」
の
平
等
化
、
③
兵
役
を
免
れ
る
者
の
多
い
「
富
者
階
級
」
と
兵
士
を
多

数
出
し
て
い
る
「
貧
民
階
級
」
の
経
済
的
格
差
の
是
正
、
④
服
役
期
間
中
の
経
済
的

損
失
に
起
因
す
る
、
自
傷
な
ど
の
徴
兵
忌
避
行
為
防
止
、
⑤
兵
士
の
給
料
増
額
、
廃

兵
・
軍
人
遺
族
の
「
特
別
保
護
」
の
財
源
確
保
、
⑥
「
比
較
的
公
平
ナ
、
ソ
シ
テ
何

人

ニ

モ
余
リ
異
論
ノ
ナ
イ
新
規
ナ
良
税
」
で
あ
る
こ
と
、
⑦
廃
兵
・
軍
人
遺
族
の

「
寄
付
ノ
勧
請
ヤ
物
品
ノ
押
売
」
の
防
止
、
の
七
点
で
あ
っ
た
。

　
矢
島
に
よ
れ
ば
、
法
案
提
出
の
目
的
と
は
要
す
る
に
、
「
自
然
ト
徴
兵
忌
避
ノ
原
因

ヲ
減
退
致
シ
マ
シ
テ
、
〔
中
略
〕
其
上
兵
卒
廃
兵
軍
人
遺
族
、
其
他
ノ
軍
人
待
遇
改
善

10



一ノ瀬俊也［日露戦後の民間における軍事救護拡充論の展開］・

問
題
ヲ
良
好
二
解
決
シ
テ
、
現
在
及
将
来
二
於
ケ
ル
軍
人
ノ
志
気
ヲ
鼓
舞
作
興
致

シ
」
、
「
国
民
教
育
上
及
軍
事
上
二
多
大
ノ
利
益
ヲ
得
マ
ス
ト
共
二
、
社
会
政
策
上
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幻
）

モ
亦
多
大
ノ
貢
献
ヲ
ナ
ス
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、
こ
れ
ま
で
兵
士
の

在

営
中
、
あ
る
い
は
戦
死
後
そ
の
家
族
の
経
済
的
困
窮
を
救
護
し
て
き
た
民
間
の

「
義
侠
団
体
」
で
は
も
は
や
、
「
安
ン
ジ
テ
居
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

二
於
テ
尽
ス

ベ
キ
モ
ノ
ト
確
信
」
す
る
と
も
述
べ
て
い
た
。

　
矢
島
ら
の
運
動
は
本
来
、
現
役
兵
の
経
済
的
困
窮
に
対
す
る
同
情
か
ら
出
発
し
て

い

た
。
し
か
し
彼
は
実
際
の
政
治
の
場
で
は
、
税
の
徴
収
を
通
じ
た
義
務
負
担
の

〈公
平
化
〉
と
と
も
に
、
そ
れ
を
手
段
と
し
た
兵
士
家
族
遺
族
、
廃
兵
、
そ
し
て
給
料

増
額
に
よ
る
現
役
兵
自
身
の
待
遇
改
善
ー
兵
士
の
「
士
気
」
向
上
も
ま
た
、
兵
役
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

の

利
点
と
し
て
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
義
務
負
担
の
〈
不
公
平
性
〉
自
体
よ
り

も
む
し
ろ
そ
れ
が
「
貧
富
ノ
懸
隔
ヲ
益
々
大
ナ
ラ
シ
」
め
、
兵
士
の
不
満
を
醸
成
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）

る
こ
と
こ
そ
が
「
社
会
政
策
上
最
モ
憂
慮
ス
ベ
キ
コ
ト
」
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
矢
島
が
か
か
る
論
理
を
議
会
で
提
起
し
た
背
景
に
は
、
前
章
で
取
り
あ
げ
た
『
最

新
兵
役
税
論
』
の
升
田
憲
元
の
存
在
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
升
田
は
矢
島
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

お

そ
ら
く
依
頼
さ
れ
て
「
参
考
意
見
」
を
提
示
す
る
役
割
を
つ
と
め
て
い
た
。
徴
兵

兵
士
の

「
士

気
」
低
下
防
止
と
い
う
升
田
の
議
論
は
、
本
来
兵
士
家
族
の
困
窮
に
対

す

る
同
情
か
ら
運
動
を
開
始
し
た
矢
島
ら
に
と
っ
て
も
、
自
ら
の
主
張
を
政
治
の
場

で
陸
軍
に
対
し
正
当
化
し
て
い
く
上
で
好
都
合
な
も
の
と
し
て
、
か
つ
そ
れ
自
体
一

定
度
の
正
当
性
を
持
つ
論
理
と
し
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例

え
ば
矢
島
の
掲
げ
た
目
標
中
、
「
社
会
政
策
」
へ
の
貢
献
な
ど
は
、
升
田
の
影
響
を
う

か
が
わ

せ
る
。
そ
し
て
升
田
も
ま
た
矢
島
を
通
じ
、
自
ら
の
持
論
を
議
会
と
い
う
現

実
政
治
の
場
で
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
郡
司
前
掲
論
文
は
当
初
別
々
に
企
図
さ
れ
て
い
た
武
藤
ら
の
「
救
護

法
案
」
と
矢
島
ら
の
兵
役
税
法
案
の
合
同
提
出
が
、
相
互
の
補
完
（
兵
役
税
は
救
護

法
の
財
源
と
な
り
、
救
護
法
は
兵
役
税
に
よ
る
収
入
の
使
途
を
法
制
上
明
確
に
す

る
）
と
い
う
意
図
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
連
合
の

目
的
は
あ
く
ま
で
も
相
互
補
完
と
い
う
臨
時
的
、
便
宜
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
、
意
図
に
つ
い
て
は
〈
兵
役
負
担
の
均
衡
〉
、
〈
廃
兵
遺
族
の
国
家
救
護
〉

に

あ
っ
た
と
い
う
以
上
の
説
明
は
さ
れ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
武
藤
は
救
護
の
財
源

を
兵
役
税
で
は
な
く
、
国
庫
負
担
と
し
た
方
が
救
護
の
趣
旨
に
か
な
う
と
考
え
て
い

た
。
も
っ
と
も
な
ぜ
兵
役
税
で
は
不
可
な
の
か
理
由
は
明
確
で
な
い
が
、
そ
の
方
が

義
務
遂
行
者
に
対
す
る
国
家
の
“
誠
意
”
が
明
確
化
さ
れ
る
と
考
え
た
た
め
と
も
想

像
さ
れ
る
。

　

し
か
し
〈
兵
役
負
担
の
均
衡
〉
、
〈
廃
兵
遺
族
の
国
家
救
護
〉
を
通
じ
て
両
者
は
何

を
実
現
し
た
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
検
証
し
て
み
る

と
、
矢
島
た
ち
が
武
藤
と
の
連
合
以
前
か
ら
議
会
で
主
張
し
て
い
た
の
は
、
兵
役
税

に

よ
る
〈
兵
役
負
担
の
均
衡
〉
化
を
手
段
と
し
た
徴
兵
忌
避
、
兵
士
の
「
士
気
」
低

下
の
防
止
で
あ
っ
た
。
そ
の
矢
島
と
、
軍
事
を
自
ら
の
経
済
活
動
の
基
盤
と
と
ら
え
、

兵
士

の

「
士

気
」
低
下
を
憂
慮
す
る
武
藤
と
で
は
、
少
な
く
と
も
表
向
き
に
表
明
さ

れ

た
理
念
面
で
の
距
離
は
、
さ
ほ
ど
遠
く
な
か
っ
た
と
評
価
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。　

武
藤
も
後
に
兵
役
税
に
つ
い
て
、
「
戦
病
死
者
の
遺
族
に
対
し
て
は
、
少
く
と
も
最

低
度
の
生
活

を
保
障
し
て
、
心
安
く
其
の
生
を
終
わ
ら
し
む
る
の
方
法
を
立
つ
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

で

あ
る
。
国
防
的
精
神
の
充
実
と
緊
張
と
は
、
此
の
保
障
の
上
に
於
て
、
始
め
て
期

待
す
べ
き
事
実
で
あ
ら
う
。
所
謂
兵
役
税
は
、
此
の
保
障
に
対
す
る
基
本
的
条
件
と

　
　
　
　
　
　
（
μ
）

し
て
主
張
さ
れ
た
」
と
、
そ
の
理
念
に
自
ら
の
そ
れ
と
の
類
似
性
を
認
め
て
い
る
。

ま
た
矢
島
ら
に
と
っ
て
も
、
兵
役
税
の
収
入
に
よ
る
〈
廃
兵
遺
族
の
国
家
救
護
〉
は
、

例
え
ば
升
田
が
廃
兵
の
悲
惨
な
生
活
を
「
現
在
又
は
将
来
に
於
け
る
兵
士
の
士
気
に

影
響

を
及
ぼ
す
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
初
か
ら
主
要
な
問
題
関
心
の
ひ
と
つ

で

あ
っ
た
。
矢
島
、
武
藤
が
議
会
の
場
で
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
た
議
論
は
、
〈
徴
兵
兵
士

の
士
気
低
下

防
止
〉
を
目
標
と
す
る
と
い
う
点
で
、
ま
さ
し
く
一
致
し
た
内
容
を
有

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
両
法
案
は
二
十
数
回
の
委
員
会
審
議
を
経
て
、
一
部
修
正
の
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う
え
、
一
六
年
二
月
一
九
日
の
衆
院
委
員
会
、
同
月
二
四
日
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ

た
。
こ
の
要
求
に
対
し
、
陸
軍
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

2

陸
軍
の
兵
役
税
・
軍
事
救
護
観

　

陸
軍
は
第
三
七
議
会
で
の
矢
島
・
武
藤
ら
の
要
求
に
対
し
、
現
役
兵
家
族
、
廃
兵

遺
族
に

対
す

る
救
護
拡
充
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、
財
源
案
と
し
て
の
兵
役
税
導
入

に

つ
い
て
は

「
全
然
御
同
意
ガ
出
来
マ
セ
ヌ
、
〔
中
略
〕
兵
役
ノ
義
務
ナ
ル
モ
ノ
ハ
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

シ

テ
金
銭

ヲ
以
テ
代
ユ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
」
と
し
て
反
対
す
る
と
い
う
態

度

を
表
明
し
た
。
な
ぜ
陸
軍
が
そ
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
の
か
、
本
節
で
は
陸
軍

の
兵
役
税
観
と
、
一
方
で
救
護
拡
充
の
必
要
性
そ
れ
自
体
は
認
め
る
に
至
っ
た
経

緯
・
理
由
を
分
析
し
て
い
き
た
い
。

　

陸
軍
が
そ
の
部
内
資
料
中
、
兵
役
税
を
不
可
と
す
る
理
由
と
し
て
挙
げ
た
の
は
、

「
服
役
者
非
服
役
者
モ
共
二
兵
役
ヲ
以
テ
若
干
ノ
金
銭
二
相
当
ス
ル
ノ
行
為
ナ
リ
ト

シ

或
ハ
自
ラ
兵
役
ヲ
軽
ン
シ
志
気
ノ
減
退
ヲ
来
シ
或
ハ
納
税
ヲ
以
テ
兵
役
義
務
ヲ
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

シ

タ
リ
ト
シ
軍
人
二
対
ス
ル
後
援
ノ
念
ヲ
消
磨
ス
ル
ニ
至
ル
」
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
本
来
「
至
大
ノ
権
利
」
で
あ
り
「
崇
高
ナ
ル
道
徳
的
行
為
」
で
あ
る
は
ず
の
兵

役
義
務
が
、
実
は
金
銭
で
免
れ
ら
れ
る
程
度
の
も
の
だ
と
の
印
象
を
国
民
に
与
え
る

と
い
う
こ
の
指
摘
は
、
兵
士
の
兵
役
観
1
1
「
士
気
」
の
問
題
を
重
視
し
て
い
る
点
で
、

先
に

掲
げ
た
板
垣
退
助
の
反
兵
役
税
論
と
共
通
の
性
格
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
そ

し
て
兵
役
税
の
収
入
が
、
兵
士
に
対
す
る
事
実
上
の
「
代
償
」
と
し
て
使
用
さ

れ

る
こ
と
を
警
戒
す
る
姿
勢
も
、
陸
軍
に
は
存
在
し
た
。
例
え
ば
や
や
後
の
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ρ
）

あ
る
が
、
陸
軍
に
お
け
る
「
大
臣
以
上
ノ
大
臣
」
の
］
人
長
谷
川
好
道
元
帥
は
、
一

九
一
二
年
五
月
、
読
売
新
聞
記
者
中
尾
龍
夫
（
元
陸
軍
中
尉
）
が
紙
上
に
て
兵
役
税

導
入
論
を
展
開
し
た
際
、
「
人
を
介
し
て
」
次
の
よ
う
な
異
論
を
寄
せ
た
と
い
う
。

　
　
俺
の
兵
役
税
に

反
対

だ
と
云
ふ
の
は
明
治
十
年
前
後
に
存
在
し
て
居
た
や
う
な

　
　
兵
役

税
、
即
ち
兵
役
を
免
が
れ
る
為
に
金
を
納
め
た
ア
ノ
様
な
兵
役
税
は
国
民

　
　
皆
兵
の
精
神
に
反
す
る
か
ら
い
か
ぬ
と
云
ふ
の
で
あ
る
、
〔
中
略
〕
従
つ
て
徴
兵

令
の
欠
陥
を
補
ふ
目
的
で
不
合
格
者
に
税
を
賦
課
し
や
う
と
す
る
意
見
に
は
決

し
て
反
対
で
は
な
い
、
併
し
一
旦
課
し
た
兵
役
税
の
収
入
を
如
何
な
る
方
面
に

　
　
使
用
す

る
か
、
即
ち
何
の
財
源
に
充
て
る
か
と
云
ふ
事
は
頗
る
む
つ
か
し
い
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甜
）

　
　

題
だ
と
信
じ
て
居
る
。

　

こ
の
発
言
は
、
か
つ
て
板
垣
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
兵
役
税
に
よ
る
収
入
が
兵
士

の
義
務
履
行
に
対
す
る
直
接
の
「
代
償
」
と
し
て
用
い
ら
れ
、
彼
ら
が
名
誉
あ
る
義

務
で
は
な
く
金
銭
の
た
め
に
働
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
と

み

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
研
究
で
は
、
兵
役
税
が
義
務
の
名
誉
性
を
損
な
う
と

す

る
陸
軍
の
主
張
は
、
兵
役
負
担
の
〈
不
公
平
〉
性
暴
露
を
防
止
す
る
た
め
の
「
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
囎
）

面
上
の
理
由
」
、
「
建
前
論
」
と
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
兵
役
義
務
の
「
公
平
性
」
、
「
国

民
皆
兵
」
は
、
重
要
な
理
念
で
あ
る
。
し
か
し
陸
軍
は
、
例
え
ば
田
中
義
一
が
一
九

一
六
年
、
わ
ざ
わ
ざ
『
壮
丁
読
本
』
な
る
本
を
執
筆
し
て
「
兵
役
は
健
康
に
し
て
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

良
な
る
国
民
の
公
権
に
し
て
、
ま
た
名
誉
の
義
務
」
と
述
べ
る
な
ど
、
「
国
民
」
が
な

　
　
み
な

ぜ

「
皆

兵
」
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
を
そ
の
国
民
に
向
か
っ
て
常
に
説
明
、
正

当
化
し
続
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
想
起
し
て
み
よ
う
。
兵
役
の
「
名

誉
」
性
、
「
権
利
」
性
と
は
、
陸
軍
が
そ
の
際
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
た
数
少
な
い

〈
理
念
〉
で
あ
っ
た
。
本
来
「
名
誉
」
で
あ
り
「
権
利
」
で
あ
る
は
ず
の
兵
役
義
務
に
、

兵
役

税
の
収
入
に
よ
る
「
代
償
」
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
陸
軍
の
目
に
は
明
ら
か
な

矛
盾
と
し
て
映
っ
た
の
で
あ
る
。

　
事
実
、
実
際
の
兵
士
た
ち
に
対
し
て
も
、
兵
役
義
務
と
そ
の
「
代
償
」
の
関
係
に

つ
い
て

陸
軍
は
、
一
貫
し
て
次
の
よ
う
な
説
明
を
行
っ
て
い
た
。
以
下
の
①
は
一
九

〇

二
年
、
②
は
一
九
二
五
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
兵
役
税
導
入
に
関
す
る
議
論
と
は
お
よ

そ
無
関
係
な
軍
隊
教
育
の
場
で
、
兵
士
た
ち
に
向
け
て
語
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

　
　
①
兵
卒

ノ
給
料
ハ
其
名
給
料
ト
称
ス
レ
ド
モ
其
実
ハ
手
当
金
ナ
リ
〔
中
略
〕
我

　
　
国
ノ
兵
卒
ハ
必
任
義
務
兵
ナ
ル
ヲ
以
テ
給
料
ノ
為
二
服
役
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
、

　
　
即
チ

国
家
ノ
為
メ
ニ
服
役
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
故
二
真
ノ
給
料
ヲ
受
ク
ベ
キ
モ
ノ
ニ

　
　
　
　
（
5
1
）

　
　
ア

ラ
ズ
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②
兵
役
に
は
報
酬
な
し
と
錐
も
優
遇
の
途
は
成
る
べ
く
講
ず
。
我
々
は
報
酬
を

得
て

国
に
殉
ず
る
の
で
は
な
く
し
て
、
報
国
殉
国
の
崇
高
な
る
精
神
よ
り
出

で

』
居
る
の
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
世
間
の
云
ふ
所
の
「
「
く
ち
の
が
れ
」
な
る
者

に
兵
役
免
除
税
を
出
さ
し
め
、
そ
の
金
を
以
つ
て
服
役
者
の
家
族
を
救
助
し
て

は

如
何
。
」
と
云
ふ
説
も
あ
る
が
こ
れ
は
一
応
尤
も
の
様
に
も
思
は
れ
る
が
、

今

日
我
が
国
に
て
実
行
さ
れ
て
居
ら
ぬ
と
云
ふ
の
は
、
我
が
国
の
兵
役
の
根
本

精
神
に
不
都
合
を
出
す
か
ら
で
あ
る
。
入
営
し
た
者
は
入
営
せ
ぬ
者
に
依
つ
て

救
助
さ
れ
た
な
ら
ば
、
入
営
し
た
本
人
は
如
何
な
る
感
じ
が
す
る
で
あ
ら
う
。

例
へ
ば
そ
の
税
金
五
十
円
な
ら
、
五
十
円
を
以
つ
て
自
分
は
現
役
に
買
わ
れ
て

来

た
と
感
ず
る
の
で
あ
ら
う
。
つ
ま
り
そ
の
五
十
円
の
償
を
す
る
た
め
に
軍
隊

に

入

つ
て
来

た
と
云
ふ
様
な
訳
に
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
如
く
に
な
つ
て
は
我

　
　
が
兵
役
の
根
本
精
神
、
即
ち
報
国
殉
国
の
崇
高
な
る
精
神
が
全
く
無
く
な
つ
て

　
　
ー
ー
ー
ー
ト
閲
）

　
　
し
ま
う

　

こ
う
し
た
史
料
を
も
と
に
考
え
れ
ば
、
兵
役
義
務
と
金
銭
の
〈
同
列
化
〉
を
懸
念

す

る
陸
軍
の
主
張
は
、
単
な
る
「
建
前
論
」
と
し
て
で
は
な
く
、
先
に
掲
げ
た
板
垣

の
反
兵
役
税
論
と
同
様
に
、
兵
役
〈
義
務
〉
の
存
在
を
国
民
・
兵
士
に
対
し
て
い
か

に

正
当
化
し
続
け
る
か
、
と
い
う
意
味
で
の
政
治
的
配
慮
を
反
映
し
た
論
理
と
し
て

読
む
に

足
る
と
考
え
る
。

　
む

ろ
ん
、
陸
軍
の
こ
う
し
た
観
念
が
現
実
の
国
民
に
浸
透
し
て
い
た
か
否
か
は
、

ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
陸
軍
に
は
、
兵
役
の
〈
名
誉
性
〉
と
い
う
理
念
が

形
骸
化
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
か
え
っ
て
こ
れ
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
危
機
感

も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
、
兵
役
と
納
税
が
同
じ
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
自
然
兵
役
が
軽
ん
ぜ
ら
れ
「
崇
高
ナ
ル
観
念
カ
ラ
遂
二
引
落
ト

サ
レ

テ
」
し
ま
う
と
す
る
山
梨
半
造
陸
相
の
発
言
（
本
稿
註
（
2
）
参
照
）
も
、
こ
う

し
た
陸
軍
の
危
機
感
を
端
的
に
表
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

　
か
く
し
て
兵
役
税
法
案
、
「
救
護
法
案
」
と
も
貴
族
院
に
て
審
議
未
了
、
廃
案
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
3
）

り
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
陸
軍
は
第
三
七
議
会
終
了
後
の
一
九

一
六
年
八

月
以
降
、
自
ら
軍
事
救
護
法
の
制
定
に
着
手
し
、
翌
年
七
月
に
は
法
案
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

議
会
提
出
す
る
に
至
る
。
当
初
廃
兵
遺
族
は
恩
給
、
扶
助
料
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
相

当
の
生
活
を
営
ん
で
お
り
、
「
そ
れ
で
も
ま
だ
足
り
な
い
所
は
軍
人
後
援
会
や
愛
国

婦
人
会
或
は

尚
武
会
な
ど
が
心
配
し
て
補
助
を
与
へ
て
居
り
、
ま
た
隣
保
の
互
助
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

交
誼
か

ら
互
に
面
倒
を
見
合
つ
て
居
る
」
と
し
て
救
護
問
題
に
「
無
関
心
の
有
様
」

と
批
判
さ
れ
て
い
た
陸
軍
は
な
ぜ
、
ま
が
り
な
り
に
も
法
の
制
定
に
向
け
て
動
い
て

い

く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
郡
司
前
掲
論
文
は
、
陸
軍
が
第
三
七
議
会
に
て
矢
島
ら
の
主
張
に
一
定
度
「
譲
歩
」

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
「
客
観
的
情
勢
」
と
し
て
、
都
市
化
に
伴
う
「
隣
保
相
扶
」

の
無
力
化
、
国
民
の
兵
役
観
念
の
悪
化
を
挙
げ
て
い
る
（
九
～
一
〇
頁
）
。
し
か
し
そ

れ

は
、
彼
ら
と
の
議
論
を
行
う
以
前
か
ら
、
陸
軍
に
と
っ
て
自
明
の
こ
と
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
武
藤
が
第
三
六
議
会
に

提
出
し
た
軍
事
救
護
拡
充
に
関
す
る
建
議
案
（
前
出
）
の

審
議
中
、
確
か
に
大
島
健
一
陸
軍
次
官
は
「
主
義
二
於
テ
ハ
無
論
御
同
意
ヲ
致
」
す

方
針
で
あ
り
、
「
適
当
ナ
ル
方
法
ヲ
見
イ
ダ
シ
マ
シ
タ
ナ
ラ
バ
是
ガ
実
行
ト
云
フ
コ
ト

ニ
ハ
吝
ナ
ラ
ヌ
考
」
で
あ
る
と
議
会
で
答
弁
し
た
。
し
か
し
そ
の
「
適
当
ナ
ル
方
法
」

と
な
る
と
彼
は
、
「
確
ト
シ
タ
ル
方
法
ヲ
定
メ
テ
ヤ
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
ノ
デ
、
ヤ
ハ

リ
地
方
デ
協
力
シ
テ
県
以
下
郷
党
二
於
テ
之
ヲ
保
護
ス
ル
ト
カ
、
或
ハ
後
援
会
デ
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
硲
）

ク
ル
ト
云
フ
以
外
ニ
ハ
余
程
ム
ヅ
カ
シ
カ
ラ
ウ
」
と
も
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
時
点
で
陸
軍
は
日
露
戦
中
同
様
の
「
郷
党
」
、
民
間
団
体
主
体
の
救
護
に
固
執
す
る

姿
勢
も
示
し
て
お
り
、
未
だ
問
題
を
切
迫
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
な
か
っ
た
と

も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
陸
軍
が
一
転
自
ら
軍
事
救
護
法
を
制
定
す
る
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
、
第
一

に

武
藤
、
矢
島
ら
が
第
三
六
、
三
七
議
会
に
て
繰
り
返
し
提
起
し
た
議
論
が
単
純
な

同
情
論
で
は
な
く
、
現
役
兵
家
族
、
廃
兵
、
戦
死
者
遺
族
の
困
窮
は
「
郷
党
」
（
具
体

的
に

は

本
稿
で
検
証

し
た
通
り
、
「
尚
武
会
」
な
ど
の
民
間
軍
事
救
護
団
体
）
に
よ
る

救
護
の
不
振
の
た

め
、
も
は
や
解
決
不
能
な
段
階
に
あ
る
と
い
う
具
体
的
内
容
を
有

13
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（
5
7
）

し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
第
二
に
、
最
前
述
べ
た
と
お
り
武
藤
、

矢
島
ら
が
兵
士
家
族
遺
族
の
困
窮
を
現
在
、
そ
し
て
将
来
の
兵
士
の
士
気
維
持
に
関

わ

る
問
題
と
位
置
づ
け
、
救
護
拡
充
を
兵
士
の
「
士
気
ヲ
鼓
舞
シ
テ
、
前
途
非
常
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

国
家
ノ
為
二
利
益
デ
ア
ル
」
と
、
陸
軍
の
利
害
と
も
共
通
す
る
、
い
わ
ば
徴
兵
制
度

の

「
補
完
」
策
的
な
論
理
の
も
と
に
要
求
し
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。

　
か
か

る
〈
徴
兵
兵
士
の
士
気
低
下
防
止
〉
と
い
う
要
求
を
受
け
て
、
例
え
ば
陸
軍

省
軍
務
局
歩
兵
課
は
第
三
七
議
会
中
、
前
述
の
通
り
兵
役
税
に
は
基
本
的
に
反
対
し

つ
つ
も
、
同
税
が
「
兵
役
服
務
者
ヲ
シ
テ
後
顧
ノ
患
ナ
ク
完
全
二
兵
役
義
務
ヲ
遂
行

セ

シ
ム

ル
為
帝
国
臣
民
全
部
ガ
挙
テ
兵
役
気
武
者
ノ
家
族
ヲ
優
遇
扶
助
ス
ル
ノ
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

ヲ
有
ス
」
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
ば
、
「
進
テ
同
意
ヲ
表
セ
ン
ト
ス
」
と
述

べ
て

い

る
。
兵
士
の
「
後
顧
ノ
患
」
を
除
く
と
い
う
矢
島
ら
の
理
念
そ
れ
自
体
に
は
、

「
進
テ

同
意
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
議
会
の
場
で
も
、
隈
徳
三
陸
軍
主
計
総
監

は

歩
兵
課

と
同
様
、
兵
役
税
に
関
し
て
は
「
全
然
御
同
意
ガ
出
来
マ
セ
ヌ
」
と
し
つ

つ
も
、
国
家
に
よ
る
救
護
拡
充
自
体
は
「
士
気
ガ
疎
漏
セ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
益
々

振
ッ
テ
来
ル
ト
考
ヘ
マ
ス
、
要
ス
ル
ニ
軍
人
ハ
後
顧
ノ
憂
ナ
ク
シ
テ
誠
心
誠
意
君
国

ノ
タ
メ
ニ
一
身
ヲ
弛
ツ
コ
ト
ガ
出
来
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
此
救
済
法
優
遇
法
ヲ
御
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

ケ
ニ
ナ
ル
コ
ト
ハ
賛
成
ヲ
表
ス
ル
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
発
言
か
ら
も
分

か

る
よ
う
に
、
財
源
を
兵
役
税
に
求
め
る
か
否
か
は
ま
た
別
の
問
題
と
な
る
に
せ
よ
、

救
護
の
拡
充
そ
れ
自
体
は
、
兵
士
の
「
士
気
」
向
上
と
い
う
点
で
陸
軍
自
ら
の
利
害

に

も
直
結
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
決
し
て
無
視
あ
る
い
は
否
定
で
き
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
陸
軍
が

な
ぜ
自
ら
軍
事
救
護
法
を
制
定
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
と
い
う
ご
く
素
朴

な
問
題
を
考
え
る
際
、
同
法
の
運
用
が
内
務
省
の
所
管
で
あ
っ
て
、
軍
事
費
に
は
直

接
影
響

し
な
い
な
ど
の
副
次
的
な
理
由
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
よ
り
本
質
的
に

は
、
武
藤
、
矢
島
ら
の
議
論
の
受
容
を
通
じ
て
日
露
戦
後
社
会
に
お
け
る
「
隣
保
相

扶
」
の
無
力
化
を
知
り
、
か
つ
平
時
か
ら
兵
士
家
族
ら
の
「
救
済
法
優
遇
法
」
を
整

備

し
て
い
く
こ
と
は
自
ら
の
利
害
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
を
明
確
化
し
て
い
く

と
い
う
経
緯
、
お
よ
び
そ
の
際
に
武
藤
や
矢
島
ら
の
議
論
が
有
し
て
い
た
、
「
説
得

力
」
の
問
題
を
抜
き
に
し
た
説
明
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
軍
事
救
護
に

対
す
る
社
会
的
関
心
の
低
下
と
、
こ
れ
に
連
動
し
た
兵
士
の
「
士
気
」

低
下
防
止
と
い
う
議
論
の
枠
組
み
は
、
日
露
戦
後
の
民
間
に
お
け
る
軍
事
救
護
関
連

の
議
論
が
ほ
ぼ
等

し
く
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
武
藤
ら
が
そ
れ
を
繰
り
返

し
議
会
に
て
展
開
し
た
こ
と
は
、
軍
事
救
護
法
の
制
定
過
程
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
郡

司
前
掲
論
文
は
、
軍
事
救
護
法
に
よ
る
救
護
が
結
果
的
に
現
役
兵
家
族
に
集
中

　
（
6
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鯵

し
た
こ
と
か
ら
、
同
法
を
陸
軍
に
よ
る
貧
困
者
徴
集
免
除
の
代
替
策
と
位
置
づ
け
、

同
法
の
特
質
は
「
〈
兵
役
負
担
の
均
衡
〉
は
無
論
の
こ
と
、
〈
廃
兵
遺
族
の
国
家
救
護
〉

に

存
じ
た
の
で
も
な
く
、
貧
困
者
に
よ
り
重
い
負
担
を
強
い
た
徴
兵
制
を
補
完
す
る

機
能
を
は
た
し
た
点
に
こ
そ
も
と
め
ら
れ
る
」
（
二
四
頁
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
し

か

し
日
露
戦
後
、
民
間
で
展
開
さ
れ
た
軍
事
救
護
ー
国
家
主
体
論
、
そ
し
て
そ
の
一

形
態
と
し
て
の
兵
役
税
導
入
論
の
内
容
．
論
理
を
検
証
し
て
み
る
と
、
徴
兵
制
と
は

国
家
救
護
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
不
断
に
「
補
完
」
し
維
持
し
て
い
く
べ
き
も
の
、

と
い
う
認
識
の
枠
組
み
は
何
も
陸
軍
だ
け
の
専
有
物
で
は
な
く
、
民
間
の
軍
事
救
護

拡
充
論
に
も
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
こ
で
も
貧
困

者
の
徴
集
免
除
云
々
は
お
よ
そ
問
題
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
問
題
は
、
そ

も
そ
も
な
ぜ
徴
兵
制
は
「
補
完
」
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
い
か
な
る
意
味
で
軍

事
救
護
が
徴
兵
制
の
「
補
完
」
策
た
り
得
る
と
主
張
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
当
該
期
の
民
間
に
お
け
る
軍
事
救
護
拡
充
論
、
兵
役
税
導
入
論
の
多
く
は
、
西
本

国
之
輔
や
升
田
憲
元
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
理
想
と
す
る
国
防
像
を
持
つ
、
非
現
役

軍
人

に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
。
彼
ら
の
議
論
は
兵
士
家
族
遺
族
、
廃
兵
の
困
窮
に
対

14



一ノ瀬俊也［日露戦後の民間における軍事救護拡充論の展開］・

す

る
単
純
な
同
情
論
で
は
な
く
、
彼
ら
に
対
す
る
経
済
的
待
遇
の
悪
さ
が
兵
士
の

「
士
気
」
ー
国
防
へ
の
意
欲
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
日
露
戦

中
の
よ
う
な
地
域
・
民
間
団
体
の
救
護
で
は
解
決
困
難
（
1
1
「
世
人
の
同
情
」
の
冷
却

化
）
と
す
る
認
識
に
基
づ
い
て
い
た
。
彼
ら
が
そ
う
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
軍
制
改
革
論

を
公
け
に
で
き
た
の
も
、
非
現
役
と
い
う
相
当
程
度
民
間
人
に
近
い
、
自
由
な
立
場

に

た
っ
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
彼
ら
の
議
論
は
、
価
値
観
、
言
論

内
容
の
多
様
化
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
日
露
戦
後
社
会
、
“
民
間
”
の
産
物
に
他
な

ら
な
か
っ
た
。

　
軍
事
救
護
の
拡
充
を
議
会
の
問
題
と
し
た
武
藤
山
治
に
し
て
も
、
そ
の
主
張
の
要

点
は
、
廃
兵
遺
族
、
そ
し
て
戦
時
の
応
召
兵
家
族
に
の
し
か
か
る
重
い
経
済
的
負
担

が
、
そ
れ
を
見
た
現
在
の
兵
士
、
そ
し
て
将
来
兵
士
と
な
る
者
の
「
士
気
」
を
削
ぎ

か
ね

な
い
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
「
資
本
家
階
級
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ

を
持
っ
て
い
た
武
藤
は
、
徴
兵
制
軍
隊
の
動
揺
を
、
自
ら
の
経
済
的
活
動
の
基
盤
に

関
わ
る
問
題
と
し
て
意
識
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
具
体
的
な
統
計
も
掲
げ
つ
つ
、
そ

の
解
決

を
繰
り
返
し
政
治
の
場
で
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
矢
島
八
郎
ら
兵
役
税
導
入
論
者
に
つ
い
て
み
て
も
、
彼
ら
の
運
動
は
も
と
も
と
は

現
役
兵
家
族
、
そ
し
て
廃
兵
遺
族
の
悲
惨
な
生
活
に
対
す
る
同
情
に
起
因
し
て
い
た
。

し
か
し
実
際
の
議
会
の
場
で
そ
れ
は
、
陸
軍
向
け
の
正
当
化
策
的
な
面
も
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
に
せ
よ
、
武
藤
と
同
様
に
現
在
の
兵
士
、
そ
し
て
将
来
兵
士
と
な
る
で

あ
ろ
う
者
の
「
士
気
」
に
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
問
題
化
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
矢
島
ら
の
主
張
に
一
定
度
の
影
響
を
与
え
た
と
み
ら
れ
る
升
田
憲
元
の
兵
役
税
論

は
、
国
防
の
充
実
、
兵
士
の
「
士
気
」
低
下
防
止
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
の
発
言
だ
っ

た
。
矢
島
ら
の
議
論
も
ま
た
、
内
容
的
に
は
徴
兵
制
度
の
円
滑
な
運
用
、
す
な
わ
ち

制
度
の
「
補
完
」
を
支
持
し
て
い
る
点
で
、
武
藤
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
た
の
で
あ

る
。　

重
要

な
の
は
、
そ
う
し
た
民
間
の
議
論
の
有
し
て
い
た
論
理
が
、
当
初
救
護
に

「
無
関
心
の
有
様
」
と
批
判
さ
れ
て
い
た
陸
軍
に
と
っ
て
も
自
ら
の
利
害
に
通
じ
る
も

の
で

あ
り
、
ゆ
え
に
決
し
て
無
視
、
あ
る
い
は
否
定
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
確
か
に
陸
軍
は
救
護
財
源
案
と
し
て
の
兵
役
税
導
入
に
は
反
対
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
、
兵
士
、
そ
の
他
の
国
民
が
兵
役
と
は
金
銭
で
免
れ
ら
れ
る
程
度
の

も
の
と
の
印
象
を
持
つ
、
兵
士
が
義
務
で
は
な
く
金
銭
の
た
め
に
働
く
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
は
兵
士

の

「
士

気
」
低
下
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

か
か

る
思
考
法
は
必
ず
し
も
陸
軍
、
国
家
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
徴
兵
に
対
す
る

国
民
の
〈
自
発
性
〉
理
念
を
重
視
し
た
板
垣
退
助
の
よ
う
に
、
民
間
の
側
に
も
存
在

し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

　
本
稿
が
取

り
あ
げ
た
、
国
家
、
民
間
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
軍
事
救
護
を
め
ぐ

る
論
争
の
担
い
手
た
ち
は
、
兵
士
の
「
士
気
」
ー
兵
役
義
務
に
対
す
る
支
持
の
獲
得
．

維
持
（
1
1
徴
兵
制
の
「
補
完
」
）
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
観
念
を
有
し
て
い
た
点
で
は

い
ず
れ
も
一
致
し
て
い
た
。
物
質
的
救
護
を
通
じ
て
兵
士
の
不
満
を
抑
制
す
べ
き
な

の

か
、
兵
役
の
〈
崇
高
性
〉
理
念
を
堅
持
す
べ
き
な
の
か
、
兵
士
の
「
士
気
」
維
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

の
た

め

の

方
策
こ
そ
が
、
議
論
の
焦
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
兵
士
家
族
遺
族
、
廃

兵

中
の
困
窮
者
の
み
を
対
象
と
し
た
救
護
法
・
軍
事
救
護
法
と
は
、
陸
軍
が
そ
の
よ

う
な
議
論
の
中
か
ら
選
択
し
て
い
っ
た
政
策
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　
も
っ
と
も
同
法
に
よ
る
救
護
は
、
実
際
の
給
付
金
額
が
一
人
一
日
一
五
銭
、
一
家

総
額
六
〇
銭
以
内
と
少
額
で
あ
る
こ
と
、
申
請
手
続
の
煩
雑
さ
な
ど
内
容
的
に
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
）

な
も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
そ
の
後
も
兵
役
税
（
非
役
壮
丁
税
）
法
案

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

は
、
「
危
険
不
熟
ノ
思
想
」
す
な
わ
ち
左
翼
思
想
対
策
の
見
地
か
ら
、
兵
士
家
族
遺
族

の

一
層
の
優
遇
、
兵
卒
の
増
給
な
ど
を
目
標
に
、
引
き
続
き
議
会
の
問
題
と
さ
れ
て

い
く
。
一
方
陸
軍
部
内
で
も
兵
役
税
導
入
論
が
宇
垣
一
成
な
ど
に
よ
っ
て
検
討
の
対

象
と
さ
れ
た
の
は
、
兵
役
が
国
民
の
怨
嵯
の
的
と
な
っ
て
い
る
、
と
す
る
同
論
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

容
に
、
一
定
度
の
正
当
性
を
認
め
て
い
た
が
故
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て

日
露
戦
争
以
降
の
国
家
に
よ
る
軍
事
救
護
政
策
の
展
開
過
程
は
、
同
時
期
の
「
社
会

　
　
（
7
6
）

ノ
実
際
」
に
根
ざ
し
た
民
間
の
軍
事
救
護
拡
充
論
の
論
理
、
影
響
力
と
分
離
し
て
考

え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
同
論
を
「
反
徴
兵
制
」
の
思
想
と
一
括
り
に
す
る
こ
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と
も
で
き
な
い
。

註（
1
）
　
例
え
ば
一
九
二
一
年
の
場
合
、
徴
兵
検
査
受
検
者
総
数
五
五
万
一
五
一
四
人
に
対
す
る
実
際

　
　
の
現
役
陸
軍
入
営
者
数
は
、
一
三
万
五
九
四
八
名
で
あ
っ
た
（
徴
集
率
二
四
．
六
％
）
。
受
検
者

　
　
総
数
は

『
第
四
一
回
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
（
一
九
一
二
年
）
五
〇
一
頁
、
現
役
入
営
者
数
は

　
　
『
戦
史
叢
書
　
陸
軍
軍
戦
備
』
（
朝
雲
書
店
、
一
九
七
九
年
）
八
一
頁
挿
表
第
四
に
よ
る
。

（
2
）
　
一
九
二
〇
年
七
月
一
九
日
、
第
四
三
議
会
衆
院
非
役
壮
丁
税
法
案
委
員
会
（
第
二
回
）
に
お

　
　
け
る
、
山
梨
半
造
陸
軍
次
官
の
発
言
。

（
3
）
　
拙
稿
「
第
一
次
大
戦
後
の
陸
軍
と
兵
役
税
導
入
論
」
（
『
日
本
歴
史
』
⊥
ハ
一
四
、
一
九
九
九
年

　
　
七
月
）
。

（
4
）
　
大
江
志
乃
夫
『
徴
兵
制
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
八
一
年
）
＝
五
～
＝
八
頁
、
同
「
天
皇
制

　
　
軍
隊

と
民
衆
」
（
遠
山
茂
樹
編
『
近
代
天
皇
制
の
展
開
ー
近
代
天
皇
制
の
研
究
n
ー
』
岩
波
書
店
、

　
　
一
九
八
七
年
）
八
二
～
八
七
頁
、
同
「
反
徴
兵
制
の
思
想
」
（
宮
本
憲
一
・
大
江
・
永
井
義
雄
編

　
　
『
市
民
社
会
の
思
想
』
御
茶
の
水
書
房
、
新
装
版
］
九
八
九
年
）
三
七
六
～
三
七
九
頁
（
同
論
文

　
　
の
み
、
福
沢
諭
吉
な
ど
日
露
戦
前
の
兵
役
税
論
を
取
り
あ
げ
た
も
の
）
、
加
藤
陽
子
『
徴
兵
制

　
　
と
近
代
日
本
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
一
八
一
～
一
八
五
頁
。

（
5
）
　
現
役
・
応
召
下
士
兵
卒
の
家
族
・
遺
族
、
傷
病
兵
中
「
生
活
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
者
」
に
対

　
　
す
る
生
業
扶
助
や
医
療
、
現
金
・
現
品
給
与
の
実
施
な
ど
を
規
定
し
た
法
案
が
政
府
よ
り
一
九

　
　
一
七
年
六
月
、
第
三
九
議
会
に
提
出
さ
れ
原
案
可
決
、
一
九
一
八
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ

　
　
た
。
同
法
は
、
一
九
三
七
年
に
軍
事
扶
助
法
と
改
称
さ
れ
る
な
ど
の
改
正
を
受
け
つ
つ
、
終
戦

　
　
ま
で
国
家
に
よ
る
軍
事
救
護
の
中
心
的
法
制
度
と
し
て
機
能
し
た
。

（
6
）
　
一
九
一
五
年
五
月
、
第
三
六
議
会
衆
議
院
に
林
毅
陸
（
議
会
に
お
け
る
武
藤
の
協
力
者
）
議

　
　
員
ほ
か
三
名
が
「
出
征
軍
人
家
族
、
廃
兵
、
戦
病
死
者
遺
族
救
護
二
関
ス
ル
建
議
案
」
を
、
矢

　
　
島
八
郎
議
員
ほ
か
三
名
が
兵
役
税
法
案
を
提
出
し
た
。
大
蔵
省
は
こ
れ
を
受
け
同
年
一
二
月
二

　
　
一
日
独
自
に
「
壮
丁
税
法
案
」
を
作
成
し
、
陸
軍
省
に
送
付
し
た
が
、
陸
軍
省
は
翌
一
六
年
一

　
　
月
二
五
日
、
「
先
以
テ
兵
役
服
役
者
及
其
家
族
ノ
扶
助
法
ヲ
考
究
」
し
、
財
源
に
関
し
て
は
そ
の

　
　
後
検
討
し
た
い
旨
の
回
答
を
次
官
名
で
出
し
た
。
以
上
は
郡
司
論
文
八
、
九
頁
も
参
照
。

（
7
）
　
升
田
『
最
新
兵
役
税
論
全
　
一
名
兵
役
の
神
髄
』
（
以
下
『
最
新
兵
役
税
論
』
と
略
記
）
一
五

　
　
七
頁
。
升
田
は
一
九
〇
〇
年
陸
士
卒
、
日
露
戦
争
に
従
軍
し
て
大
尉
で
予
備
役
編
入
、
一
九
一

　
　
一
年
京
都
帝
大
政
治
科
、
＝
二
年
同
法
律
科
卒
。
同
書
は
「
陸
軍
歩
兵
大
尉
法
学
士
」
の
肩
書

　
　
き
で
書
か
れ
て
い
る
。
の
ち
陸
軍
省
参
事
官
、
衆
院
議
員
、
弁
護
士
と
し
て
帝
国
在
郷
軍
人
会

　
　
本
部
法
律
顧
問
な
ど
を
歴
任
し
た
。
以
上
は
『
議
会
制
度
百
年
史
　
衆
院
議
員
名
鑑
』
五
八
七

　
　
頁
に
よ
る
。

（
8
）
　
佐
々
木
隆
爾
「
日
本
軍
国
主
義
の
社
会
的
基
盤
の
形
成
」
（
『
日
本
史
研
究
』
六
八
、
一
九
六

　
　
三
年
九
月
）
、
桑
山
利
和
「
日
露
戦
争
に
お
け
る
軍
人
家
族
救
護
活
動
」
（
『
三
河
地
域
史
研
究
』

　
　
七
、
一
九
八
九
年
）
、
山
村
睦
夫
「
帝
国
軍
人
援
護
会
と
日
露
戦
時
軍
事
援
護
活
動
」
（
『
日
本

　
　
史
研
究
』
三
五
八
、
一
九
九
二
年
六
月
）
、
飯
塚
一
幸
「
日
清
・
日
露
戦
争
と
農
村
社
会
」
（
井

　
　
口
和
起
編
『
近
代
日
本
の
軌
跡
3
　
日
清
・
日
露
戦
争
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
。

　

　
た
だ
し
遠
藤
芳
信
「
1
8
8
0
～
1
8
9
0
年
代
に
お
け
る
徴
兵
制
と
地
方
行
政
機
関
の
兵
事

　
　
事
務
管
掌
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
四
三
七
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
）
は
そ
う
い
っ
た
「
尚
武
会
」

　
　
的
団
体
（
文
中
で
は
「
徴
兵
慰
労
会
」
と
呼
称
）
を
、
一
八
八
九
年
の
徴
兵
令
改
正
前
後
よ
り

　
　
全
国
的
に
組
織
さ
れ
始
め
た
と
し
て
お
り
、
日
露
戦
争
の
勃
発
は
そ
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
た

　
　
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
9
）
　
山
村
前
掲
論
文
七
三
頁
を
参
照
。
ま
た
飯
塚
前
掲
論
文
一
二
九
頁
に
よ
れ
ば
、
日
露
戦
中
の

　
　
京
都
府
内
各
市
町
村
救
護
団
体
に
よ
る
救
護
実
績
（
約
五
〇
〇
〇
戸
に
一
二
万
四
三
七
七
円
二

　
　
七
銭

を
給
付
）
は
、
国
費
の
そ
れ
に
比
し
て
救
護
戸
数
で
約
一
〇
倍
、
金
額
で
約
二
〇
倍
に
達

　
　
し
た
と
い
う
。

（
1
0
）
　
桑
山
前
掲
論
文
は
愛
知
県
内
の
事
例
か
ら
日
露
戦
中
の
救
護
の
実
態
を
論
じ
、
町
村
独
自
の

　
　
救
助
活
動
に

つ
い
て

は

『
碧
海
郡
奉
公
事
績
』
（
碧
海
郡
教
育
会
・
同
郡
尚
武
会
、
一
九
一
〇

　
　
年
）
を
も
と
に
、
同
郡
内
の
各
町
村
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
月
額
四
円
五
〇
銭
～
五
〇
銭
程
度
の
生

　
　
活
救
助
、
耕
転
補
助
費
の
支
給
、
耕
転
補
助
な
ど
何
ら
か
の
援
助
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を

　
　
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
四
三
頁
）
。

（
1
1
）
　
日
露
戦
中
の
各
「
尚
武
会
」
の
活
動
は
、
長
野
県
『
明
治
三
七
八
年
戦
役
時
局
史
』
（
一
九
〇

　
　
七

年
）
な
ど
い
く
つ
か
の
県
・
郡
（
ほ
か
石
川
県
、
福
岡
県
な
ど
が
作
成
し
て
お
り
、
前
掲

　
　
『
碧
海
郡
奉
公
事
績
』
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
）
が
戦
後
編
纂
し
た
記
念
誌
に
よ
っ
て
知
る
こ
と

　
　
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
は
戦
中
の
国
民
の
結
束
を
顕
彰
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
戦
後
の
状
況

　
　
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
各
市
町
村
尚
武
会
文
書
も
一
種
の
兵
事
文
書
と
し
て

　
　
扱
わ
れ
た
た
め

か
、
管
見
の
限
り
残
存
状
況
は
必
ず
し
も
良
好
で
は
な
い
。
現
存
し
て
い
る
兵

　
　
事
文
書
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
山
本
和
重
「
旧
和
田
村
・
旧
高
土
村
役
場
の
兵
事
関
係
資
料
に

　
　
つ
い
て
」
（
『
上
越
市
史
研
究
』
二
、
一
九
九
七
年
）
が
太
平
洋
戦
争
敗
戦
時
、
か
ら
く
も
焼
却

　
　
を
免
れ
た
新
潟
県
内
の
両
村
の
明
治
二
〇
年
代
か
ら
昭
和
二
〇
年
代
ま
で
の
兵
事
文
書
の
目
録

　
　
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
尚
武
会
関
係
文
書
は
一
九
一
九
年
以
降
の
簿
冊
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
1
2
）
　
佐
々
木
前
掲
論
文
一
五
頁
。

（
1
3
）
　
宮
地
正
人
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）
。

（
1
4
）
　
同
団
に
つ
い
て
は
、
『
明
治
世
七
八
年
戦
役
　
米
沢
奉
公
義
団
史
』
（
同
団
、
一
九
〇
七
年
六

　
　
月
）
を
参
照
。
同
市
の
全
従
軍
者
一
〇
一
〇
名
に
対
し
、
一
月
あ
た
り
の
被
救
護
戸
数
は
最
大

　
　
で
一
四
三
戸
・
二
四
五
名
（
一
九
〇
五
年
三
、
七
、
八
月
）
だ
っ
た
か
ら
、
概
ね
七
戸
中
一
戸

　
　
程
度
が
救
護
を
受
け
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
1
5
）
　
『
米
沢
奉
公
義
団
史
』
に
よ
れ
ば
、
同
団
の
寄
贈
金
徴
収
は
一
九
〇
四
年
十
二
月
ご
ろ
か
ら

　
　
困
難
化
し
は
じ
め
た
。
米
沢
市
長
二
村
忠
誠
が
市
内
各
町
用
番
（
代
表
者
）
に
対
す
る
一
九
〇
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一ノ瀬俊也［日露戦後の民間における軍事救護拡充論の展開］・

　
　
五
年
三
月
二
六
日
の
「
納
税
に
就
て
」
と
題
す
る
演
説
（
同
年
三
月
二
八
日
付
『
米
沢
新
聞
』
）

　
　
の
中
で
、
寄
贈
金
に
つ
い
て
「
今
日
迄
義
団
で
救
助
し
て
来
た
り
た
る
者
を
金
員
が
集
ま
ら
す

　
　
と
云
ふ
て
之
を
捨
て
』
置
く
訳
に
は
な
り
ま
す
ま
い
捨
て
s
置
け
は
殺
す
よ
り
外
は
な
い
」
と
、

　

市
税
に

つ
い
て

は
「
〔
滞
納
者
に
は
〕
容
赦
な
く
滞
納
処
分
を
施
し
す
ん
す
ん
遣
て
行
く
積
り
で

　

　
あ
る
」
と
述
べ
、
一
層
の
徴
収
強
化
を
督
励
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
示
唆
し
て
い

　
　
よ
う
。

（
1
6
）
　
一
九
〇
五
年
二
月
一
五
日
付
『
米
沢
新
聞
』
へ
の
、
「
労
働
生
」
の
投
書
。

（
1
7
）
　
米
沢
奉
公
義
団
は
寄
贈
金
の
減
収
と
と
も
に
、
ま
ず
一
九
〇
五
年
＝
月
九
日
、
現
役
兵
家

　
　
族
の
救
護
を
中
止
し
た
。
そ
の
際
「
予
後
備
兵
ハ
従
来
一
家
ノ
主
働
者
ト
シ
テ
妻
子
ヲ
養
育
シ

　
　
来
タ
リ
シ
カ
時
局
ノ
為
メ
ニ
応
召
シ
テ
家
計
上
ノ
困
難
ヲ
来
」
し
て
い
る
の
だ
か
ら
団
が
救
護

　
　
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
「
現
役
兵
ハ
当
然
国
家
二
対
シ
勤
ム
ヘ
キ
義
務
ニ
シ
テ
常
時
ト
些
モ
異
ル

　
　
処
ナ
」
（
前
掲
『
米
沢
奉
公
義
団
史
』
六
頁
）
い
の
だ
か
ら
、
救
護
は
不
要
と
の
説
明
が
な
さ
れ

　
　
て
い
る
。
同
団
の
米
支
給
戸
数
は
出
征
兵
士
の
帰
還
と
と
も
に
逐
次
減
少
し
、
一
九
〇
⊥
ハ
年
六

　
　
月
一
戸
に
支
給
し
て
打
ち
切
り
と
な
り
、
同
時
に
解
散
す
る
に
至
っ
た
。
解
散
の
理
由
に
つ
い

　
　
て
は
、
「
出
征
軍
人
漸
次
凱
旋
帰
郷
シ
テ
復
タ
救
護
ノ
必
要
ナ
キ
ニ
至
」
（
同
一
〇
九
頁
）
っ
た

　
　
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。

（
1
8
）
　
新
潟
県
第
二
部
長
野
田
藤
馬
「
町
村
尚
武
会
奨
励
に
関
す
る
通
牒
」
（
『
新
潟
県
尚
武
会
雑
誌
』

　
　
五
、
一
九
〇
六
年
七
月
）
。
新
潟
県
は
一
八
九
八
年
六
月
「
尚
武
会
規
則
」
を
制
定
し
て
各
市
町

　
　
村
に
設
立
を
督
励
し
た
が
、
実
際
に
各
地
で
設
立
が
進
ん
だ
の
は
、
日
露
戦
争
勃
発
後
の
こ
と

　
　
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
『
新
潟
市
史
通
史
編
3
　
近
代
（
上
）
』
（
一
九
九
六
年
）
二
六
九
、
二

　
　
七
〇
頁
を
参
照
。

（
1
9
）
　
帝
国
軍
人
後
援
会
は
、
当
初
「
軍
人
家
族
救
助
義
会
」
と
し
て
一
八
九
六
年
、
衆
院
議
員
郡

　
　
山
保
定
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
全
国
に
支
部
・
出
張
所
を
設
け
て
会
費
・
寄
付
金
を
集
め
、

　
　
困
窮
軍
人
家
族
遺
族
、
廃
兵
救
護
に
あ
た
っ
た
。
日
露
戦
中
の
一
九
〇
四
年
に
は
、
「
普
通
保
護

　
　
費
」
と
し
て
困
窮
軍
人
家
族
遺
族
三
九
一
三
戸
に
一
万
二
三
九
一
円
を
、
翌
〇
五
年
に
は
三
〇

　
　
五
四
戸
に
三
万
五
七
二
五
円
九
八
銭
（
〇
五
年
の
み
「
小
児
保
護
費
」
、
「
慰
問
保
護
費
」
を
含

　
　
む
）
を
給
付
す
る
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
た
。
同
会
は
一
九
三
九
年
、
全
国
の
各
大
規
模
民
間

　
　
援
護

団
体
を
一
本
化
し
て
設
立
さ
れ
た
「
恩
賜
財
団
軍
人
援
護
会
」
に
統
合
さ
れ
る
ま
で
、
全

　
　
国
最
大
規
模
の
民
間
救
護
団
体
で
あ
り
続
け
た
。
以
上
は
『
財
団
法
人
帝
国
軍
人
後
援
会
史
』

　
　
（
同
会
、
一
九
四
〇
年
）
を
参
照
。

（
2
0
）
　
牛
尾
「
無
形
の
後
援
」
（
帝
国
軍
人
後
援
会
機
関
誌
『
後
援
』
一
＝
二
、
一
九
＝
年
六
月
）
。

（
2
1
）
　
前
掲
『
帝
国
軍
人
後
援
会
史
』
巻
末
年
表
一
七
八
～
一
八
〇
頁
に
よ
る
。

（
2
2
）
　
一
九
〇
七
年
五
月
二
三
日
、
愛
国
婦
人
会
主
事
会
席
上
で
の
顧
問
清
浦
奎
吾
の
演
説
（
『
愛

　
　
国
婦
人
』
一
三
〇
、
同
年
⊥
ハ
月
二
〇
日
）
。

（
2
3
）
　
前
註
に
同
じ
。

（
2
4
）
　
帝
国
軍
人
後
援
会
に
よ
る
調
査
と
、
別
の
「
信
ス
ヘ
キ
調
査
」
を
総
合
し
た
結
果
。
一
九
一

　
　
五
年
一
二
月
二
六
日
、
第
三
七
議
会
衆
院
本
会
議
に
お
け
る
、
林
毅
陸
議
員
（
無
所
属
団
）
の

　
　
「
救
護
法
案
」
提
案
理
由
説
明
に
よ
る
。

（
2
5
）
　
本
稿
は
各
「
尚
武
会
」
な
ど
民
間
救
護
団
体
の
実
態
解
明
を
直
接
の
目
的
と
す
る
も
の
で
は

　
　
な
い
が
、
筆
者
が
未
知
の
史
料
も
存
在
す
る
と
思
わ
れ
、
今
後
そ
の
解
明
に
つ
と
め
て
い
き
た

　
　
い
。
な
お
日
露
戦
中
、
「
尚
武
会
」
な
ど
で
は
出
征
兵
士
家
族
・
遺
族
数
増
加
対
策
と
し
て
、
「
授

　
　
産
」
（
職
業
補
導
）
に
よ
る
彼
ら
の
自
活
を
重
視
し
て
い
た
。
し
か
し
割
り
当
て
ら
れ
た
仕
事
は

　
　
軍
需
品
の
生
産
が
主
で
あ
り
、
戦
争
終
結
と
と
も
に
「
授
産
」
に
よ
る
生
活
維
持
が
困
難
化
し

　
　
て
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
桑
山
前
掲
論
文
を
参
照
。
な
お
米
沢
奉
公
義
団
で
も
軍
用
ガ
ー
ゼ
、

　
　
リ
ン
ネ
ル
製
造
を
留
守
家
族
に
行
わ
せ
た
が
、
一
九
〇
六
年
四
月
に
は
「
家
遺
族
救
護
ノ
必
要

　
　
ナ
キ
ヲ
以
テ
」
（
前
掲
『
米
沢
奉
公
義
団
史
』
五
〇
頁
）
、
い
ず
れ
も
中
止
さ
れ
て
い
る
。

（
2
6
）
　
松
尾
尊
禿
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
（
岩
波
書
店
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
四
年
）
一

　
　
三
三
頁
参
照
。

（
2
7
）
　
西
本
「
兵
制
改
革
」
（
『
第
三
帝
国
』
一
六
、
一
九
＝
二
年
一
〇
月
）
。

（
2
8
）
　
升
田
の
想
定
す
る
納
税
義
務
者
は
、
兵
役
義
務
を
有
す
る
者
の
う
ち
、
徴
兵
検
査
と
抽
籔
の

　
　
結
果

「
兵
役
若

く
は
現
役
を
免
れ
た
る
者
及
徴
集
を
猶
予
せ
ら
れ
た
る
者
」
だ
っ
た
。
た
だ
し

　
　
身
体
障
害
者
、
貧
困
の
た
め
納
税
能
力
の
な
い
者
な
ど
は
除
外
す
る
。
税
率
は
「
階
級
税
」
と

　
　
し
て
各
納
税
者
の
資
産
に
応
じ
五
段
階
の
差
を
設
け
、
こ
れ
と
は
別
に
所
得
税
を
負
担
し
て
い

　

　
る
者
に
は
付
加
税
を
設
定
す
る
。
納
税
期
間
は
七
年
間
（
実
際
に
兵
士
と
な
る
者
の
服
役
期
間

　
　
が
現
役
・
予
備
役
あ
わ
せ
て
七
年
の
た
め
）
、
こ
れ
に
よ
る
収
入
は
実
施
よ
り
七
年
経
過
し
た

　
　
段
階
で
合
計
約
一
〇
〇
〇
万
円
。
そ
の
使
途
は
兵
卒
家
族
救
助
費
と
し
て
三
九
万
円
（
現
役
兵

　
　
家
族
中
救
助
を
要
す
る
家
族
が
約
三
〇
〇
〇
戸
あ
る
の
で
毎
年
一
〇
〇
円
を
給
付
し
、
予
後
備

　
　
兵
の
演
習
召
集
期
間
中
扶
助
を
要
す
る
家
族
も
三
〇
〇
〇
戸
あ
る
と
仮
定
し
て
こ
れ
に
一
五
円

　
　
を
給
付
す
る
）
、
兵
卒
給
料
増
加
費
と
し
て
二
二
三
万
円
（
陸
軍
全
兵
卒
の
給
料
を
五
割
増
し

　
　
し
、
海
軍
志
願
兵
に
も
同
じ
額
を
増
給
す
る
）
、
軍
人
遺
族
扶
助
料
増
加
費
と
し
て
一
四
一
万

　
　
円
（
一
九
一
〇
年
の
軍
人
恩
給
法
改
正
よ
り
｝
9
0
に
恩
給
額
の
確
定
し
た
受
給
者
は
平
均
三
割
を
、

　
　
そ
れ
以
後
の
受
給
者
は
一
割
増
額
）
、
廃
兵
保
護
費
（
恩
給
増
額
、
廃
兵
院
拡
張
）
と
し
て
四
二

　
　
万
円
、
戦
時
に
予
想
さ
れ
る
多
数
の
兵
士
家
族
遺
族
、
廃
兵
の
救
済
準
備
金
と
し
て
五
〇
万
円
、

　
　
残

り
は
一
般
歳
入
に
繰
り
入
れ
て
通
行
税
や
穀
物
移
輸
入
税
の
廃
止
、
生
活
必
需
品
の
価
格
や

　
　
税
率
の
引
き
下
げ
、
小
所
得
者
の
所
得
税
の
減
免
、
一
般
営
業
税
の
軽
減
な
ど
に
充
て
る
こ
と

　
　
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

（
2
9
）
　
こ
こ
で
い
う
「
徴
兵
忌
避
の
防
止
」
と
は
、
中
産
以
上
の
階
級
の
者
が
徴
兵
に
よ
る
経
済
的

　
　
損
失
を
免
れ
る
た
め
に
海
外
へ
「
仮
装
旅
行
」
し
た
り
「
仮
装
学
生
」
と
な
る
事
例
が
多
い
の

　

　
で
、
兵
役
税
を
徴
収
し
て
「
経
済
上
何
等
利
す
る
所
」
を
な
く
し
、
そ
う
し
た
行
為
を
防
止
し

　
　
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
3
0
）
　
西
本
『
軍
制
改
革
論
』
（
興
文
館
、
一
九
一
二
年
）
。

（
3
1
）
　
牛
尾
前
掲
「
無
形
の
後
援
」
　
一
四
頁
。
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（
3
2
）
　
板
垣
「
軍
人
救
護
意
見
」
（
一
九
〇
四
年
）
、
板
垣
守
正
編
『
板
垣
退
助
全
集
』
（
初
版
一
九
三

　
　
］
年
、
『
明
治
百
年
史
叢
書
』
第
九
七
巻
と
し
て
一
九
⊥
ハ
九
年
、
原
書
房
よ
り
復
刻
）
四
七
九
～

　
　

四
八
八
頁
。

（
3
3
）
　
前
掲
『
板
垣
退
助
全
集
』
七
一
一
～
七
二
八
頁
。

（
3
4
）
　
第
三
七
議
会
で
の
兵
役
税
法
案
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
納
税
義
務
者
は
適
齢
に
し
て
陸
海

　
　
軍
の
現
役

に
服
せ
ざ
る
男
子
（
戸
主
で
な
い
者
は
戸
主
が
税
を
負
担
）
、
税
率
は
所
得
税
法
に

　
　

よ
る
第
三
種
所
得
に
対
す
る
納
税
義
務
者
は
第
三
種
所
得
金
額
の
千
分
の
二
〇
、
第
三
種
所
得

　
　
に

対
す

る
納
税
義
務
者
で
は
な
く
公
民
で
あ
る
者
は
五
円
、
公
民
で
な
い
者
は
三
円
（
納
税
期

　
　
間

は

す
べ
て
七
年
間
）
。
な
お
入
営
後
公
務
に
よ
る
傷
痩
疾
病
に
よ
り
現
役
免
除
ま
た
は
召
集

　
　
を
解
除
さ
れ
た
者
、
一
家
に
二
人
以
上
の
現
役
相
当
者
が
あ
っ
て
一
人
が
現
役
服
役
し
て
い
る

　
　
場
合
、
そ
の
他
の
者
、
徴
兵
令
第
一
九
・
二
二
条
の
該
当
者
（
生
活
困
難
に
よ
る
服
役
免
除
者
）
、

　
　
戦
時
・
事
変
に
際
し
召
集
を
受
け
た
者
な
ど
は
税
を
免
除
と
さ
れ
た
。

（
3
5
）
　
武
藤
が
第
三
六
議
会
提
出
の
建
議
案
に
お
い
て
、
〈
廃
兵
遺
族
〉
だ
け
で
な
く
戦
時
の
応
召
兵

　
　
家
族
も
救
護
の
対
象
と
位
置
づ
け
て
い
た
の
も
、
戦
時
に
お
け
る
兵
士
の
士
気
を
重
視
し
て
い

　
　
た

か

ら
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
現
役
兵
家
族
は
当
初
の
建
議
案
中
で
は
救
護
の
対
象
と

　
　
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
現
役
兵
が
戦
時
に
お
け
る
応
召
兵
よ
り
も
年
齢
が
比
較
的
低

　
　
く
、
ま
た
実
質
二
年
程
度
の
服
役
を
終
え
れ
ば
再
び
実
家
に
戻
れ
る
な
ど
、
廃
兵
遺
族
、
応
召

　
　
兵
家
族
に
比
し
て
困
窮
の
度
合
い
が
低
い
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
と
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
し
第
三

　
　
七
議
会
に

提
出
さ
れ
た
「
救
護
法
案
」
の
条
文
中
で
は
、
後
述
す
る
矢
島
八
郎
が
現
役
兵
家
族

　
　
の
困
窮
問
題
を
重
視
し
て
い
た
た
め
も
あ
っ
て
か
、
現
役
兵
家
族
も
救
護
の
対
象
に
含
ま
れ
て

　
　
い
る
。

（
3
6
）
　
野
中
自
身
も
第
三
五
議
会
に
「
兵
役
税
法
設
定
請
願
」
を
一
三
〇
名
と
土
ハ
に
提
出
し
て
い
る

　
　
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
『
大
正
六
年
甲
輯
第
六
類
　
永
存
書
類
』
）
が
、
身
分
は

　
　
「
平
民
商
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。

（
3
7
）
　
金
太
仁
作
『
武
藤
山
治
ト
軍
事
救
護
法
』
（
国
民
会
館
公
民
講
座
部
、
一
九
三
五
年
）
一
三
九

　
　
頁
。
な
お
金
太
は
武
藤
の
側
近
と
し
て
軍
事
救
護
拡
充
運
動
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。

（
3
8
）
　
日
露
戦
後
の
高
崎
尚
武
会
な
ど
の
活
動
状
況
は
市
行
政
資
料
の
焼
失
の
た
め
残
念
な
が
ら
不

　
　
明
だ
が
、
日
露
戦
中
の
県
宛
の
報
告
に
よ
る
と
、
同
市
か
ら
の
出
征
軍
人
は
二
三
二
名
、
う
ち

　
　
生
計
困
難
な
者
は
五
五
名
と
他
の
市
郡
に
比
べ
て
困
窮
の
度
合
い
は
高
か
っ
た
。
こ
の
経
験
も

　
　
矢
島
に
救
護
拡
充
運
動
を
開
始
さ
せ
る
一
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
は
「
軍

　
　
人
家
族
救
助
状
況
調
」
（
「
群
馬
県
行
政
文
書
　
明
治
三
四
～
四
三
年
　
雑
事
」
、
『
群
馬
県
史

　
　
資
料
編
二
一
』
九
一
一
～
九
二
四
頁
）
を
参
照
。

（
3
9
）
　
一
九
一
五
年
六
月
一
日
、
第
三
六
議
会
衆
院
本
会
議
に
お
け
る
矢
島
の
兵
役
税
法
案
提
案
理

　
　
由
説
明
。

（
4
0
）
　
］
九
一
五
年
六
月
四
日
、
第
三
六
議
会
衆
院
兵
役
税
法
案
委
員
会
（
第
二
回
）
に
お
け
る
矢

　

島
の
発
言
。

（
4
1
）
　
矢
島
は
第
三
七
議
会
の
衆
院
委
員
会
（
一
六
年
一
月
二
五
日
）
に
て
、
田
村
新
吉
委
員
の

　
　
「
不
公
平
ヲ
匡
正
ス
ル
ト
云
フ
方
ガ
本
当
ナ
ル
趣
意
デ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ウ
カ
、
其
不
孝
ナ
ル
国
家

　
　
ガ
尽
サ
ナ

ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
人
ヲ
、
待
遇
法
ガ
甚
ダ
冷
淡
デ
ア
ル
カ
ラ
シ
テ
、
之
ヲ
今
ノ
冷
淡
ナ

　
　
ル
所
ガ

矯

メ
ラ
レ
テ
変
ヘ
サ
ヘ
ス
レ
バ
宜
イ
ト
云
フ
ノ
ニ
ツ
ノ
点
ハ
、
敦
方
ガ
主
ナ
ル
点
デ
ス

　
　
カ
」
と
の
質
問
に
対
し
、
「
此
目
的
ハ
〔
軍
事
救
護
に
金
銭
を
〕
支
出
ス
ベ
キ
カ
、
〔
義
務
負
担

　
　
不
公
平

を
〕
匡
正
ス
ベ
キ
カ
、
支
出
ス
ベ
キ
モ
ノ
ガ
目
的
ト
ナ
ッ
テ
居
ル
」
と
答
え
て
い
る
。

　
　

こ
の
発
言
か
ら
み
て
も
、
彼
の
本
来
の
目
的
は
単
な
る
〈
兵
役
負
担
の
均
衡
〉
化
と
い
う
よ
り

　
　
も
、
そ
れ
を
手
段
と
し
た
兵
士
の
待
遇
改
善
に
あ
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
4
2
）
　
註
（
3
9
）
に
同
じ
。

（
4
3
）
　
升
田
と
矢
島
の
関
係
の
詳
細
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
が
、
後
の
一
九
三
六
年
、
衆
院
議
員

　
　
と
な
っ
た
升
田
は
自
ら
軍
事
救
護
法
改
正
法
律
案
を
第
⊥
ハ
九
議
会
に
提
出
（
衆
院
で
審
議
未
了
）

　
　
し
、
提
案
理
由
説
明
の
中
で
矢
島
ら
が
第
三
七
議
会
に
提
出
し
た
「
軍
事
上
及
ビ
社
会
政
策
上

　
　
重
大
ナ
ル
法
律
案
」
（
1
1
兵
役
税
法
案
）
に
つ
い
て
、
「
議
員
諸
君
二
多
少
ノ
参
考
意
見
ヲ
述
べ

　
　
タ
」
と
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
金
太
前
掲
『
軍
事
救
護
法
ト
武
藤
山
治
』
に
は
、
矢
島
ら
と
武

　
　
藤
ら
の
連
合
前
の
交
渉
の
場
で
、
金
太
が
「
矢
島
側
の
升
田
憲
元
氏
と
口
角
沫
を
飛
ば
し
」
（
二

　
　
七

〇
頁
）
て
激
し
く
議
論
し
た
旨
の
記
述
が
あ
る
。
升
田
が
矢
島
ら
の
運
動
に
積
極
的
に
参

　
　
加
・
発
言
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

（
4
4
）
武
藤
前
掲
『
軍
人
優
遇
論
』
八
三
・
八
四
頁
。

（
4
5
）
　
一
九
一
六
年
二
月
七
日
、
第
三
七
議
会
衆
院
兵
役
税
法
案
外
一
件
法
案
委
員
会
（
第
五
回
）

　
　
で
の
隈
徳
三
陸
軍
主
計
総
監
の
発
言
。

（
4
6
）
　
一
九
一
六
年
一
月
一
〇
日
付
陸
軍
省
軍
務
局
歩
兵
課
「
壮
丁
税
法
案
二
関
ス
ル
意
見
」
（
前
掲

　
　
『
大
正
六
年
甲
輯
第
六
類
　
永
存
書
類
』
）
。
同
史
料
は
歩
兵
課
が
軍
務
局
軍
事
課
、
経
理
局
主

　
　
計
課
に

兵
役
税
に

対
す
る
意
見
聴
取
の
た
め
送
っ
た
文
書
の
一
部
。
歩
兵
課
は
徴
兵
事
務
を
管

　
　
掌
す
る
課
で
あ
り
、
の
ち
の
軍
事
救
護
法
案
策
定
の
中
心
と
も
な
っ
た
。
な
お
こ
こ
で
「
国
民

　
　
ノ
軍
人
二
対
ス
ル
後
援
ノ
念
」
が
失
わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
徴
兵
兵
士
は
義
務
の
た
め
、

　
　
自
発
的
に
無
報
酬
で
国
に
尽
く
す
か
ら
こ
そ
国
民
の
尊
敬
を
集
め
う
る
、
と
す
る
陸
軍
の
思
考

　
　
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
4
7
）
　
一
六
年
二
月
一
五
日
の
衆
院
委
員
会
に
お
け
る
、
兵
役
税
法
案
提
出
者
の
一
人
望
月
圭
介
議

　
　
員
（
政
友
会
）
の
発
言
。
望
月
は
「
大
御
所
」
（
山
県
有
朋
）
、
寺
内
正
毅
と
と
も
に
長
谷
川
の

　
　
名
を
挙
げ
、
「
連
モ
民
間
ノ
事
情
ガ
分
カ
リ
ヤ
ウ
ガ
ナ
イ
」
彼
ら
の
反
対
に
よ
り
、
陸
軍
が
兵
役

　
　
税
を
不
可
と
す
る
に
至
っ
た
と
発
言
し
て
い
る
。

（
4
8
）
　
中
尾
龍
夫
『
軍
備
制
限
と
陸
軍
の
改
造
』
（
金
桜
堂
、
一
九
二
一
年
）
九
七
～
一
二
〇
頁
。

（
4
9
）
　
大
江
前
掲
『
徴
兵
制
』
ほ
か
で
は
、
兵
役
義
務
の
名
誉
性
を
損
な
う
と
い
う
陸
軍
の
主
張
は

　
　
「
表
面
上
の
理
由
」
で
あ
り
、
実
際
の
理
由
は
税
負
担
に
堪
え
き
れ
な
い
貧
民
層
が
逆
に
現
役
志

　

願

を
し
て
、
徴
兵
制
軍
隊
が
事
実
上
の
傭
兵
軍
隊
化
す
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る

　
　
（
＝
八
頁
）
。
も
っ
と
も
陸
軍
が
貧
民
の
現
役
志
願
を
懸
念
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
見
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一ノ瀬俊也［日露戦後の民間における軍事救護拡充論の展開］・

　
　
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
郡
司
前
掲
論
文
は
、
陸
軍
が
「
現
に
兵
役
負
担
の
不
均
衡
が
存
在
し
て
い

　
　
る
こ
と
を
前
提
に
提
起
さ
れ
た
〔
中
略
〕
兵
役
税
に
同
意
す
る
こ
と
は
、
兵
役
制
度
の
大
原
則

　
　
で
あ
る
「
国
民
皆
兵
」
が
虚
構
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
軍
み
ず
か
ら
宣
言
す
る
に
等
し
」
か
っ
た

　
　
と
述
べ
て
い
る
。
「
崇
高
な
る
道
徳
的
行
為
で
あ
る
兵
役
を
非
服
役
者
が
金
銭
を
も
っ
て
代
償
す

　
　
れ
ば
、
兵
の
士
気
に
関
わ
る
」
と
す
る
陸
軍
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
「
建
前
論
」
と
の
み
述
べ
て

　
　
い
る
（
九
・
一
〇
頁
）
。

（
5
0
）
　
田
中
『
壮
丁
読
本
』
（
一
九
一
六
年
）
三
〇
・
三
一
頁
。
田
中
の
「
序
」
に
よ
れ
ば
、
同
書
は

　
　
壮
丁
の
軍
事
予
備
教
育
の
標
準
、
青
年
団
の
補
習
読
本
と
す
べ
く
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
5
1
）
　
兵
士
向
け
に
市
販
さ
れ
た
徴
兵
手
引
書
『
歩
兵
須
知
』
（
鍾
美
堂
、
一
九
〇
二
年
）
九
二
頁
。

　
　
同
書
は
陸
軍
歩
兵
少
尉
宮
本
林
治
が
執
筆
し
、
陸
軍
中
将
岡
沢
精
ほ
か
多
数
の
軍
人
の
校
閲
を

　
　
経
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
5
2
）
　
京
城
師
範
学
校
演
習
科
一
九
二
四
年
度
卒
業
生
約
四
〇
名
は
、
歩
兵
第
七
九
連
隊
に
一
年
志

　
　
願
兵

と
し
て
入
営
、
退
営
後
各
人
の
軍
隊
日
記
を
抜
粋
編
集
し
、
『
凝
視
の
一
年
』
（
近
沢
出
版

　
　
部
、
一
九
二
六
年
）
と
題
し
て
出
版
し
た
。
引
用
史
料
は
、
二
五
年
一
月
一
二
日
の
「
中
村
中

　
　
佐
」
に
よ
る
「
兵
役
に
関
す
る
講
話
」
中
の
一
節
（
同
書
三
一
、
三
二
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

（
5
3
）
　
「
兵
役
税
ハ
貴
族
院
ハ
大
低
反
対
ス
ル
コ
ト
ニ
纏
リ
居
候
間
御
安
心
被
成
度
候
」
（
一
九
一
六

　
　
年

〔
二

月
〕
二
一
日
付
の
岡
市
之
助
陸
相
宛
田
中
義
一
陸
軍
省
軍
務
局
長
の
書
簡
、
国
立
国
会

　
　
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
岡
市
之
助
関
係
文
書
」
）
。

（
5
4
）
　
陸
軍
省
内
で
の
法
案
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、
家
族
の
自
活
不
能
な
兵
士
の
徴
集
延
期
ま
た

　
　
は
現
役

免
除
を
規
定
し
た
徴
兵
令
第
二
二
条
ほ
か
の
存
廃
を
め
ぐ
る
論
争
が
、
軍
務
局
歩
兵
課

　
　
と
恩
賞
課
の
間
で
行
わ
れ
た
。
結
局
同
条
は
存
続
さ
せ
、
軍
事
救
護
法
の
救
護
を
受
け
て
も
な

　
　
お

自
活
不
能
な
者
に
限
り
、
同
条
を
適
用
す
る
方
針
が
明
確
化
さ
れ
る
な
ど
の
経
緯
が
あ
っ
た

　
　
が
、
そ
れ
は
郡
司
前
掲
論
文
一
八
～
二
三
頁
に
詳
し
い
の
で
省
略
す
る
。

（
5
5
）
　
金
太
前
掲
『
軍
事
救
護
法
ト
武
藤
山
治
』
七
九
、
八
〇
頁
。

（
5
6
）
　
一
九
一
五
年
六
月
二
日
、
衆
院
軍
人
恩
給
法
外
二
件
委
員
会
（
第
二
回
）
で
の
大
島
の
発
言
。

（
5
7
）
　
例
え
ば
第
三
七
議
会
中
の
一
九
一
六
年
二
月
七
日
、
衆
院
委
員
会
に
お
い
て
矢
島
は
一
家
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
人
が
兵
役
に

就
い
た
た

め
「
家
産
ヲ
蕩
尽
」
し
た
と
い
う
「
帝
国
在
郷
軍
人
団
飾
磨
郡
公
団
員

　
　

ノ
一
人
三
十
四
年
徴
集
後
備
歩
兵
」
の
自
分
宛
の
書
簡
を
掲
げ
て
「
此
事
情
ヲ
当
局
二
訴
へ
」

　
　
た
。
ま
た
こ
れ
に
続
い
て
飯
森
辰
次
郎
委
員
は
「
其
一
村
近
傍
ノ
者
ハ
同
情
ヲ
寄
セ
テ
、
国
家

　
　

ノ
タ
メ
ニ
不
遇
ニ
ナ
ッ
タ
ト
コ
ロ
ノ
不
遇
ナ
者
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ノ
観
念
ハ
、
ヒ
ョ
ッ
ト
シ

　
　
タ
ラ
、
大
分
崩
レ
テ
居
ル
マ
イ
カ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
憂
ヘ
マ
ス
ル
、
〔
中
略
〕
政
府
委
員
ノ
御
方
ガ

　
　
世
間
ノ
事
情
二
恐
レ
ナ
ガ
ラ
疎
イ
所
ガ
ア
ル
マ
イ
カ
」
と
、
政
府
に
自
ら
の
要
求
の
受
け
入
れ

　
　
を
迫
っ
て
い
る
。

（
5
8
）
　
一
九
一
六
年
二
月
一
五
日
、
第
三
七
議
会
衆
院
兵
役
税
法
案
外
一
件
委
員
会
（
第
七
回
）
で

　
　
の
矢
島
の
発
言
。

（
5
9
）
　
前
掲
陸
軍
省
軍
務
局
歩
兵
課
「
壮
丁
税
法
案
二
関
ス
ル
意
見
」
。

（
6
0
）
　
註
（
4
5
）
に
同
じ
。

（
6
1
）
　
こ
れ
は
郡
司
前
掲
論
文
が
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
軍
事
救
護
法
に
よ
る
救
護
資
格
の
有
無
が

　
　
申
請
者
の
日
収
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
、
廃
兵
戦
死
者
遺
族
に
は
微
々
た
る
も
の
と
は
い
え
恩
給

　
　
扶
助
料
が
与

え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
（
二
三
、
二
四
頁
）
。
し
か
し
こ
の
決
定
方
法
が
現

　
　
役
兵

を
優
先
的
に
救
護
し
、
廃
兵
遺
族
を
救
護
か
ら
排
除
す
る
た
め
に
、
意
図
的
に
実
施
さ
れ

　
　
た
と
速
断
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
6
2
）
　
前
掲
の
、
徴
兵
令
第
二
二
条
ほ
か
に
お
け
る
、
自
活
不
能
な
家
族
を
も
つ
兵
士
の
徴
集
延
期

　
　
ま
た
は
現
役
免
除
の
規
定
。

（
6
3
）
　
矢
島
は
一
九
一
六
年
二
月
一
五
日
の
第
三
七
議
会
兵
役
税
法
案
外
一
件
委
員
会
（
第
七
回
）

　
　
で
、
「
吾
々
議
員
側
ノ
方
ノ
意
志
ハ
、
此
兵
役
税
ヲ
行
ヘ
バ
士
気
ヲ
鼓
舞
シ
テ
、
前
途
国
家
ノ
為

　
　
二
利
益
デ
ア
ル
ト
信
ズ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
之
二
反
シ
テ
陸
軍
ノ
方
ハ
マ
ル
デ
反
対
デ
、
是
ハ

　
　
士

気

二
非
常
二
悪
影
響
ヲ
及
ボ
シ
テ
、
国
家
ノ
為
二
不
利
益
デ
ア
ル
ト
云
フ
解
釈
ガ
基
礎
ニ

　
　
ナ
ッ
テ
居
ル
ヤ
ウ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ガ
、
是
ハ
甚
ダ
了
解
二
苦
シ
ム
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
の
発

　
　
言
は
、
こ
の
論
争
の
有
し
て
い
た
性
格
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
6
4
）
　
シ
ベ
リ
ア
出
兵
時
以
降
に
お
け
る
軍
事
救
護
法
運
用
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
郡
司
淳
「
軍
事

　
　
救
護
法

の
受
容
を
め
ぐ
る
軍
と
兵
士
」
（
『
歴
史
人
類
』
二
五
、
一
九
九
七
年
三
月
）
を
参
照
。

（
6
5
）
　
一
九
二
〇
年
七
月
一
四
日
、
第
四
三
議
会
衆
院
非
役
壮
丁
税
法
案
第
一
読
会
に
お
け
る
提
案

　
　
者

中
の
代
表
者
格
、
荒
川
五
郎
（
憲
政
会
）
の
発
言
。
荒
川
に
よ
る
非
役
壮
丁
税
法
案
の
提
出

　
　
は
第
四

二
～
四
六
議
会
の
五
回
に
わ
た
っ
た
（
【
表
】
参
照
）
が
、
い
ず
れ
も
衆
院
で
審
議
未
了

　
　
に

終

わ
っ
た
。
な
お
矢
島
と
荒
川
の
関
係
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、

　
　
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
6
6
）
　
宇
垣
は
「
〔
兵
役
が
〕
厄
介
な
る
負
担
、
偏
頗
な
る
苦
役
な
り
と
云
ふ
が
如
き
観
念
を
少
し
た

　
　
り
と
も
起
こ
さ
し
む
る
様
に
な
り
て
は
、
名
は
国
民
皆
兵
の
徴
集
法
た
り
と
も
其
実
は
最
早
失

　
　
は

れ
た
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
の
認
識
の
も
と
、
そ
の
防
止
策
と
し
て
、
「
〔
服
役
〕

　
　
期
限
の
短
縮
、
義
務
〔
観
念
か
］
の
普
及
、
兵
役
税
の
徴
収
」
を
挙
げ
て
い
る
（
「
大
正
九
年
四

　
　
月
上
旬
以
降
之
漫
筆
」
、
『
宇
垣
一
成
日
記
1
』
二
八
九
頁
）
。
詳
細
は
、
前
掲
拙
稿
を
参
照
。

（
6
7
）
　
一
九
一
五
年
六
月
四
日
、
第
三
六
議
会
衆
院
兵
役
税
法
案
委
員
会
（
第
二
回
）
に
お
け
る
、

　
　
矢
島
の
発
言
。

　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）

（
二
〇

〇
〇
年
五
月
一
七
日
　
審
査
終
了
受
理
）
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The　Civil　Argument　of　Military　Relief　Expansion　after　the　Russo－Japanese

War

IcHINosE　Toshiya

This　paper　veri五es　the　logic　and　intention　of　military　reHefnadonal　aid　discussion　and　possibiHty

of　introducing　military　service　tax，　which　was　widely　discussed　civilly　a丘er　the　RussoJapanese　War

The　reason　why　this　study　is　conducted　is　as　follows；here　we　can　see　the　cognition　and　logic

of　discussion　that　the　conscription　system　should　be　constandy　filled　up　and　maintained　with　the

means　of　national　relie£　This　is　a　quite　interesting　point　to　understand　the　various　aspects　of

civil　view　of　the　consc亘ptioll　dudng　the　pe亘od　under　review．

　　　The　most　of　the　civil　discussions　of　the　topic　stated　above　were　brought　forward　by　nonmiUtary

men　who　had　their　own　ideals　of　national　de允nse．　These　discussions　were　not　based　on　simple

sympathy　for　the　dif丘culdes　of　the　famiHes　of　disabled　soldiers　and　draftees，　but　were　based　on　the

recognition　that　the　poor　economic　treatment　of　the　famines　caused　the　demoraUza60n　and　the

low　national　defense　desire　of　the　soldiers，　and　that　it　was　unsolvable　by　the　reHef　of　regional

and　private　organizations　ac廿ve　during　the　Russo・Japanese　War（rhere　was　a　decHne　of　pubnc

sympathy）．

　　　In　case　of　MUTO　Sanji（a　director　of　Kanebo　company）who　introduced　a　bill　of　miHtary　reHef

expansion　to　the　Diet，　he　laid　stress　on　the　point　that　the　heavy　economic　burden　of　the　families

of　disabled　soldiers　and　draftees　during　the　war，　would　depress　the　morale　of　the　present　and

future　soldiers．　He　had　a　sense　of　idendty　with‘‘the　capitalist　classes，”　and　considered　the

restlessness　of　the　conscriptional　mintary　as　a　problem　which　would　affect　the　basis　of　his　own

economic　activities．　Then　he　insisted　a　desired　settlement　repeatedly　on　poHtical　occasions．

　　　YAIIMA　Hachiro，　a　member　of　the　House　of　Representa6ves，　introduced　a　bill　of　mihtary

service　tax　at　the　sanle　time　with　MUTO’s　movement．　Their　movement　originated　from　the

sympathy　for　the　bereaved　famiUes　and　the　famiUes　of　soldiers　in　active　service．　However，　in

the　actual　proceedings，　YAJIMA　also　made　a　poHtical　issue　of　a　bad　influence　upon　the　morale

of　the　present　and　future　soldiers，　gran6ng　that　there　might　have　been　some　measures　of

justi丘cation　towards　the　armyl　The　proposal　of　introducing　the　miUtary　sendce　tax　by　MASUDA

Norimoto（a　former　captain　of　the　army）probably　innuenced　YAJIMA　to　a　certain　extent，　and　it

was　also　from　the　standpoint　of　perfection　of　armaments　and　prevention　of　demorahzation．　YAJIMA
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insisted　the　smooth　carrying　out　of　the　conscription　system，　that　is　to　say　the丘11ing　up　the　system，

which　accorded　with　MUTO’s　opinion．

　　　The　people　who　are　responsible　for　the　discussion　of　military　reUef　after　the　Russo－Japanese

War　had　a　common　idea　that　it　was　necessary　to　get　and　maintain　the　support　to　the　morale　of

the　soldiers　and　the　mi且tary　service．　The　main　point　of　issue　was　the　means　for　that　purpose，

and丘nally　it　resulted　in　estabnshment　of　National　ReUef　and　Mihtary　ReHef　Act，　which　was　only

fo品e　needy　among　bereaved　f㎜iHes，　famines　of　soldiers　in　acdve　se而ce　and　disabled　soldiers．
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